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　薬友会員の皆さまにおかれましてはお元気でご活躍のこととお慶び申し上げます。
平成２４年４月より薬学部長・薬学研究院長を拝命いたしました。薬学研究院では分子
画像薬品学研究室を担当し、分子イメージングを目的とした標識プローブの開発研究
を行っています。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　平成２３年９月には待望のⅡ期棟が完成し、これにより、２００４年春にⅠ期棟が亥鼻に
建立されて以来、西千葉と亥鼻に分断されていました薬学部のすべての機能が再び亥
鼻に集約されました。昨年は薬学部１２０周年記念式典や新棟の落成式などが開催され、
ノーベル賞学者鈴木章先生のご講演も催されました。薬友会員の皆さまには、千葉大
学薬学部１２０周年記念事業に対しまして多大なるご協力を賜り、ここに改めて御礼申

し上げます。事業基金の使途は本薬友会報に記させて頂きました。
　さて、昨年の東日本大震災や福島原子力発電所の事故の影響は１年余り経過した今なお続き、社会全体が
閉塞感に覆われています。研究助成金や学生の就職にも大きな影響を及ぼしています。教職員の定員削減も
ボディブローのように疲弊感を増長し、教育・研究活動に影響を及ぼしています。こうした時代においてこ
そ「ピンチの影にチャンスあり」と捉えることが必要と考えます。世界を牽引する研究活動の推進を中心に
据えた教育・研究環境の下、鍛え抜かれた優秀な学生を輩出することを目指したいと考えています。亥鼻の
地に集結した最新の教育・研究環境は、目標の実現に向けた新たな契機となります。医学部・附属病院・看
護学部との連携もより一層強化して、６年制教育のさらなる充実に向けて邁進したいと思います。４年制学
生に対する研究者養成教育にも更に注力する所存です。こうした活動の遂行には、薬友会員である卒業生の
皆さまとの交流の活性化が重要と考えています。本薬友会誌には、従来の「研究室紹介」に加えて「研究室
便り」を設け、すべての研究室の現状をご案内いたしました。薬友会員の皆さまが、ご関連の研究室教員と
の旧交を温め、在校生との交流を図る機会となりますと幸いです。また、毎年開催されます「千葉大学薬学
部生涯教育セミナー」にご参加頂き、旧交を温めると共に在校生との交流を図って頂きたく存じます。
　末筆となりましたが、薬友会員の皆さまの益々のご健勝とご活躍を祈念申し上げますと共に、相変わらず
の温かいご支援をお願い申し上げます。
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　亥鼻ヶ丘の満開の桜に迎えられて、新しい年度が始まりました。昨年に引き続き医
学薬学府長を務めております。
　この３月には薬学６年制課程の初めての卒業生を送り出しました。薬剤師国家試験
合格率１００% ! を成し遂げた優秀な新制度１期生です。この制度の完成に合わせて学
府では博士課程を改組しました。新しい４年博士課程は、「先端医学薬学専攻」の１専
攻で、専門領域の枠を超えた領域横断型・融合型の教育システムとなっています。さ
らに多様な人材育成を目指して、専門性の高い４つのコース「先端生命科学コース」
「先端臨床医学薬学コース」「免疫統御治療学コース」「がん先端治療学コース」が設
置されました。薬学系はこの専攻の中で、臨床研究やトランスレーショナルリサーチ

を遂行する能力をもつPharmacist Scientistの育成を目指しています。後期３年博士課程「先端創薬科学専
攻」は、分子生命科学の視点に立脚した総合的な創薬に関する研究と教育を行うことにより、関連研究分野
の中核となりうる多くの人材を育成するため定員を増やしました。医学薬学府全体では、修士課程（１５８名）、
後期３年博士課程（５１名）、４年博士課程（５４２名）を擁し、最先端の生命科学・創薬科学分野および高度な
医療科学分野での研究・教育活動を推進し、薬学・医学の未来を担う人材の育成に当たっております。
　学府では国際的な環境でリーダーシップを発揮できる有能な人材の育成にも力を注いでいます。その一端
を紹介しますと、これまで英語による講義・セミナー・研究発表や海外留学、大学院生exchange program 
による短期海外研修等を推奨してきました。昨年度は留学生交流支援制度short stay/short visit program
によりタイの４大学へ８名の大学院生を派遣、さらにタイから８名の大学院生を受け入れて、大学院生が「よ
りグローバルに」の認識を深めるよう取り組んでいます。又、平成２０年度に開始され５年目を迎えた千葉大
学グローバルCOEプログラムには、薬学から８名の大学院生がリサーチアシスタントに採用され、先進的な
研究を推進するとともに、英語での研究発表と質疑応答の経験を積んで、国際的コミュニケーションのスキ
ルアップを図っています。
　今年度は、薬学部創立１２０周年事業の一環として完成した「１２０周年記念講堂」に新入生を迎え、薬学部・
大学院共に新しい歴史を歩みだしました。引き続き会員の皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたしま
す。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶学府長挨拶　　山本　友子
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　米国での留学生活を切り上げ、当時の生物活性研究所に着任してから、千葉大学で
３４年を過ごしたことになります。長いようでもあり、あっという間でもあった３４年間
でした。この間大勢の先生方にご指導いただき、また、多くの優秀な学生に恵まれ、
これ以上は望めない３４年間であったと、感謝の気持ちでいっぱいです。日本に帰国し
た当時は米国に比べ研究環境は見劣りがしましたが、幸いにも自分の好きな研究をス
タートさせていただくことができました。当時誰も注目していなかった生物の酸性環
境への適応機構について研究し、この研究分野では大きな貢献ができたと思っていま
す。
　当初は微生物を使った研究をしてきましたが、生化学研究室に移ってからは、動物

細胞を使って酸性環境での様々な問題に取り組むことができました。まだまだ研究途上にあり、ここで中断
せざるを得ないのは後ろ髪を引かれる思いですが、必ずや誰かが引き継ぎ、私以上の成果を上げてくれるも
のと信じています。研究も教育も大勢の手を経て高みに達することができます。この分野の研究のこれから
を楽しみに余生を過ごせることは幸せです。
　生物学における永遠のテーマにunityとdiversityがあります。前者の研究が主流である中にあって後者の
研究の一端を開拓できたのではないかと自負しております。世の中の主流とは外れた研究をすることのつら
さもありましたが、充実した研究生活であったと思います。今後生物のdiversityにますます関心が高まり、
研究が進展していくことを願っています。
　ただ残念なことは、日本においては教育・研究環境が私の考えとは異なる方向に進んでいることであり、
未来に暗い影を落としていることです。例えば、本来教育・研究はお互いの個性のぶつかり合いにより成り
立つものですが、なぜか今日では個人の能力・業績を点数化して比較することに重きが置かれています。所
詮人間の個性・能力・研究成果は点数化できないものです。
　最後になりますが、ここ千葉大学薬学部は長い伝統に培われたすばらしい学部です。今日の厳しい環境に
あっても、今後も輝かしい伝統の火を灯し続けることと信じ、私の退任のご挨拶にさせていただきたいと存
じます。長いこと本当にありがとうございました。
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　2012年３月をもって、定年退職を致しました。振り返りますと、昭和41年（1966年）
に薬学部に入学して以来今日まで、学生として、また職員として、そのほとんどの期
間を千葉大学の西千葉および亥鼻キャンパスで過ごしました。無事に今日を迎えるこ
とができましたのも、この間、多くの師、先輩、同僚・仲間、後輩、関連分野の皆様
方のご指導・ご支援とご協力があったからと心より感謝しております。
　1966年には、現在の医学部附属病院の場所に薬学部がありました。老朽化の見本の
ような亥鼻キャンパスの薬学部で受験しましたが、入学の年に薬学部は亥鼻から西千
葉へ移転しましたので、入学後は西千葉キャンパスで過ごしました。卒業後は、薬物
学研究室（故北川晴雄教授）の教務補佐員としての職を頂き、教員のスタートとなり

ました。その後、病院薬学研究室の助手、北海道大学薬学部助手・助教授（薬品分析化学講座：鎌滝哲也教
授）を経て、1990年に医学部附属病院薬剤部の技官副部長として千葉大学に戻り、1992年より薬剤部長を務
め、今日を迎えました。附属病院に赴任してからは、薬剤部の旧職員、現職員の皆さんにはいつも支えて頂
きましたし、また、学部出身者ということもあって薬学部の教授を初めとする諸先生方や事務の方には多く
の場面でご厚情を賜りました。ありがとうございました。
　昨年には亥鼻キャンパスに薬学部が完全移転となりましたので、入学時と同じ状況に戻った時期に退職と
いう巡り合わせに何か不思議な気がしております。ここ10数年の間に、国立大学の法人化や医療制度の改革、
薬学教育制度の改革など大きな時代の変遷があり、薬剤部もそれらに対応するために意識改革と体制整備、
業務内容の多様化が求められてきています。物理的な距離のみでなく、長期実務実習等を介して、薬学部と
薬剤部との相互理解と連携がこれまでと比べて容易になってきていると思いますので、今後も持続的に発展
させて、安全で安心な医療提供に貢献し、社会・他の医療スタッフから信頼される薬剤師の養成にも注力頂
ければと願っております。
　千葉大学在職中、大変お世話になりました。ありがとうございました。千葉大学薬学部の教職員の皆様の
ご健勝とご活躍、薬学部の今後益々のご発展を心より祈念申し上げます。

千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学でででででででででででででででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活ををををををををををををををををををををををををををををををををを振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててて千葉大学での生活を振り返って　　北田　光一
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　平成２３年７月１日付けで千葉大学大学院薬学研究院分子心血管薬理学に赴任いたし
ました。昨年、千葉大学薬学部は創立１２０周年を迎え、９月に亥鼻キャンパスへ完全移
転しました。千葉大学亥鼻キャンパスは、医学・薬学・看護学が集結した医療の総合
アカデミアとして今後、益々の発展と飛躍が期待されます。このような重要な節目に
薬学研究院の教授に任命されたことを大変栄誉に感じるとともにその責任の重さを痛
感しております。
　千葉大学医学部附属病院循環器内科在職中は、診療・教育の他に循環器病学の基礎
研究および臨床研究を行ってきました。循環器疾患の成因や病態については不明な点
が多く、新たな治療法を開発するためにはトランスレーショナルリサーチをおこなう

必要があります。これは基礎研究により新規治療薬の作用や分子機序を解明し、臨床試験で効果や安全性を
十分検証していく研究のことであり、今後ますます盛んになる研究分野の一つです。私はこれまで新たな心
不全治療薬の開発のために、複数のトランスレーショナルリサーチを実施してきました。医療の担い手とし
ての高い資質を持つ薬剤師や生命科学、創薬科学に貢献する人材を数多く育成するために、今後も質の高い
基礎研究や臨床研究を活発に進め、その結果を世界に発信することで医療の発展に還元したいと考えていま
す。また、モチベーションを向上させ維持できるような研究体制を確立し、研究マインドを有する大学生、
大学院生を数多く育成するために、私自身の研究経験も生かして、研究の楽しさを積極的に伝えていきたい
と思います。
　薬剤師の育成は薬学部における重要課題の一つです。医療人としての技能や態度を習得してもらい、患者
中心のチーム医療の実践や薬剤師としての責任感を養うためには、実務実習を通して実際の医療現場を体験
することが重要です。千葉大学医学部附属病院の先生方にご協力いただき、２年前からベッドサイドラーニ
ングを始めました。各診療科で入院患者を受け持ち、医療スタッフの中で薬剤師が果たす役割について理解
し実践できるよう指導しています。改善すべき点は多く残されており、今後はさらに充実した実務実習シス
テムの構築を目指していきたいと思います。人間性豊かで患者の気持ちが理解できる薬剤師、幅広い視野を
持ち高い臨床能力を有する薬剤師、主体性を持ち生涯にわたって自ら考え判断ができる薬剤師、地域医療や
高度先進医療にも積極的に貢献できる薬剤師を数多く育成したいと思います。
　与えられました使命を十分認識し、薬学部と薬学研究院の教育・研究に誠心誠意努力し、薬学および医学
の発展のために全力を尽くしたいと思います。千葉大学薬友会の皆様の一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

　ホームページを開設しました。「千葉大学　心血管薬理学」で検索できますので、ぜひ一度ご覧になってく
ださい。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任のののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶新任のご挨拶　　千葉大学大学院薬学研究院　分子心血管薬理学　高野　博之
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　千葉大学薬学部は平成２２年に創立１２０周年を迎えました。明治２３年（１８９０年）第
一高等中学校医学部薬学科として創設されてから１２０年、我々の学舎はその場所を
変えながらも毎年、桜の季節に新たな学生を迎え続けてきました。
　明治２３年に亥鼻山をスタートとし、昭和４１年７月には西千葉キャンパスに移転し
大学院の設置等を経て大いに発展しました。その後、医学領域との綿密な連携のた
め、平成１６年には再び亥鼻キャンパスへ一部移転しておりましたが、平成２３年度の
第Ⅱ期棟の完成と共に学舎はすべて亥鼻に戻りました。一方、平成１８年には新しい
教育制度薬学６年制が導入され、その初めての６年制薬学科卒業生が平成２４年春に
巣立っていきました。このように、新時代の薬学部として更なる前進を目指す節目
の年に、薬学部は発祥の地、亥鼻で新たなスタートを切りました。千葉大学薬学部
１２０年の人々の思いの流れに答えながら、将来を見据えて、さらなる薬学の変革に
しっかりと対応していかなければなりません。
　千葉大学薬学部創立１２０周年記念事業の一環として、平成２３年７月に
記念講演会並びに祝賀会を開催しました。震災後の自粛ムードの中、祝
賀会を開催すべきか迷うところではありましたが、石川事業委員長と議
論を重ね、斎藤学長の強い後押しもあり、｢普通｣に全てのプログラムを
行うこととしました。千葉大学けやき会館大ホールで行われた記念講演
会では、ノーベル化学賞受賞者の北海道大学名誉教授、鈴木章先生をお

迎えし、非常に興味深いご講演
を拝聴できました。鈴木先生の
お人柄と気取らぬ語り口が印象
深い講演会でした。当初この記
念講演会は新研究棟の１２０周年
記念講堂のお披露目講演会とし
て企画しておりました。震災の影響で、竣工が２ヶ月遅れたことが残念
ではありましたが、未だに復興ならない被災地の現状を思えば致し方ご
ざいません。また、その後の祝賀会にも多数の皆様にご参加いただき、
盛大な会を開催できました。千葉大合唱団による｢秋の逍遙歌｣のコーラ
スは大変素晴らしいものでした。千葉大学薬学部創立１２０周年記念事業

のために多大のご支援をいただきました皆様に改めまして深く感謝申し上げます。
　２０１１年１１月には第Ⅱ期棟の竣工記念式典、施設見学および記念祝賀会が行われました。竣工記念式典には多く
の皆様にご出席いただき、Ⅱ期棟１階にある１２０周年記念講堂（３００人収容）がほぼ満席となりました。その後の

施設の見学会では、来賓の皆様がⅡ期棟の最新の研究設備を熱心
に見学されました。皆様のご寄附により作られた薬学部１２０周年
記念講堂では講義はもちろんのこと、大学祭に合わせた市民講演
会、博士・修士研究成果発表会、退職教員の最終講義、卒業・修
了証書伝達式等を行い、有効に利用して参りました。私どもの手
元にこのような立派な講堂があることは大変有り難く、私どもの
スケジュールに合わせて気兼ねなく利用できます。また亥鼻地区
の医学部、看護学部の教員からも重宝がられており、すでに医学
部主催シンポジウムも開
催されております。今後
もシンポジウムやオープ
ンキャンパスなどに有効
利用し、亥鼻の地から千
葉薬の成果を発信する拠

点となることを期待したいと思います。
　Ⅱ期棟の前庭には旧亥鼻時代の屋根飾りが設置され、近代的な建物に
本学部の歴史を色添えています。すでに数組の皆様が同窓会の集まりを
兼ねて新研究棟の見学に来られておりますが、会員の皆様も機会を見付
けて薬学部新キャンパスに是非お立ち寄り下さい。平成２４年の遅い桜も
ようやくほころび始めて参りました。

 （前薬学部長・薬学研究院長　西田　篤司）

千葉大学薬学部創立120周年記念に寄せ千葉大学薬学部創立120周年記念に寄せてて

亥鼻キャンパスの正門
新たに「千葉大学薬学部」
のプレートが追加された

記念講演される鈴木章先生

記念祝賀会の様子

１２０周年記念講堂

Ⅱ期棟の新しい実験室
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　平成２１年１１月より千葉大学薬学部創立１２０周年を記念し、薬学部の亥鼻キャンパスへの完全移転完了に伴う教
育・研究の活性化と環境整備に資する事業遂行のため、薬友会並びに薬学部、大学院薬学研究院を中心として
「千葉大学薬学部創立１２０周年記念事業会」を立ち上げ、御支援のお願いを実施してまいりました。お陰様をもち
まして、本事業会の寄附金募集期間も平成２４年３月末で所期の目的を達成し、無事終了いたしました。
　下記のとおり、目標金額５，０００万円を遙かに超える寄附金を賜ることができました。厳しい経済環境下のなか、
ご寄付を賜りました同窓生の皆様には心から厚くお礼申し上げます。寄附金の使用用途は、下記のとおり予定し
ておりますので、併せてご報告いたします。
　なお、募集期間は本年３月末で終了いたしましたが、現時点でも御寄附のお申し込みを頂いておりますことか
ら、しばらくの期間、ご寄附を受け付けております。同窓生の皆様方におかれましては、引き続き御支援のほど
宜しくお願いいたします。

記

●寄附金実績額（平成２４年３月３１日現在）
　　平成２１年度　　　　　３８８件　　　　　　　　　　　　　　１７，４９３，０００円
　　平成２２年度　　　　　３３８件　　　　　　　　　　　　　　３１，７２０，９８９円
　　平成２３年度　　　　　　８６件　　　　　　　　　　　　　　　７，９２５，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　合　計　　　　　　８１２件　　　　　　　　　　　　　　５７，１３８，９８９円

●支 出 項 目（平成２４年３月３１日現在）
　　創立１２０周年記念講堂の整備関連経費     　　　 　　　 　　２０，００６，３８５円
　　　　　　　　　　　（椅子、机、音響システム等）
　　創立１２０周年記念講演会及び式典開催経費　（平成２３年７月１６日開催）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，９９４，１６６円
　　創立１２０周年記念誌等の発行経費　　　　　　　　　　 　　　　５，０００，３８０円
　　薬剤師リカレント教育事業及び生涯教育事業　　　　 　　 　　　　　　　　　０円
　　薬学部、大学院の教育・研究活動支援、国際交流、勉学環境整備事業　　　　　０円
　　亥鼻キャンパス医・薬・看３学部連携強化のための事業 　　　　　　　　　　 ０円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ２９，０００，９３１円

●残　　　　額（平成２４年３月３１日現在）　　　　　　　　　　２８，１３８，０５８円
　上記残額につきましては、今後、「薬剤師リカレント教育事業及び生涯教育事業」、「薬学部、大学院の教育・
研究活動支援、国際交流、勉学環境整備事業」、「亥鼻キャンパス医・薬・看３学部連携強化のための事業」等に
使用し、亥鼻キャンパスでの薬学部学生、大学院生並びに教職員の教育・研究環境の充実を図って行く予定でお
ります。
　なお、寄附金合計額５７，１３８，９８９円の内、２%にあたる１，１４２，７７９円は、平成２４年度全学学生への支援事業として
千葉大学SEEDS基金への繰り入れが予定されております。（繰り入れ後の残額　２６，９９５，２７９ 円）

本件につきましてご不明な点等ございましたら、下記まで連絡願います。

〒２６０－８６７５　千葉市中央区亥鼻１－８－１千葉大学薬学部 担当：猪野

ＴＥＬ：０４３－２２６－２８５２　　ＦＡＸ：０４３－２２６－２８５７

Ｅ－ｍａｉｌ：kab2978@office.chiba-h.jp

千葉大学薬学部創立１２０周年記念事業の寄附金に係る募金状況について

千葉大学薬学部１２０周年記念事業会代表　　石川　　勉　
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研研 究究 室室 紹紹 介介

遺伝子資源応用

　遺伝子資源応用研究室は、平成６年に生薬学研究室
を基盤として誕生した、薬用資源の遺伝子応用を専門
とする研究室です。本年度の研究室は、斉藤和季教授、
山崎真巳准教授、吉本尚子助教、博士研究員２名、大
学院生３名（博士後期課程１名、博士前期課程２名）、
学部生13名（薬学科10名、薬科学科３名）、技術職員１
名、事務職員１名の計23名で構成されています。昨年
９月には亥鼻キャンパスへの移転を果たし、新しい環
境のもとで日々研究活動に励んでいます。
　植物が生産する天然化合物は20万種を超えると考え
られており、これら多様な化合物の中には新規医薬品
開発の原料になりうる生理活性物質が多く含まれてい
ます。当研究室では、植物における有用物質の生産と
制御の分子機構を解明し、得られた知見をもとに有用
な形質を示す植物を遺伝子工学によって作出すること
を目指しています。この目的のために、植物における
トランスクリプトミクスやメタボロミクス等の統合オ
ミクス解析のプラットフォーム構築を行い、それを基
盤として植物の有用物質生産に関わる遺伝子の同定と
機能解析、分子エンジニアリングを進めています。現
在は、１植物メタボロミクスの開発と統合オミクス科
学への展開、２高等植物の含硫黄代謝産物生合成の機
構と制御のポストゲノム科学、３薬用資源植物におけ
るアントシアニン生合成系の分子制御機構、４キノリ
チジンアルカロイド生合成の分子生物学とエンジニア
リング、5抗癌性アルカロイドであるカンプトテシン
生合成の分子生物学とエンジニアリング、6生薬と漢
方のメタボロミクスおよび情報科学的解析という６つ
のテーマに焦点をあてています。研究室メンバーは、
植物が持つ天然化合物の生合成機能を利用して「人類
の健康に役立つ植物」を作るという大きな夢に向けて、
楽しみながら研究に取り組んでいます。
　 （吉本　尚子）

薬品製造学

　薬品製造学研究室のルーツは、御高名な故宮木高明
先生が主宰された薬品化学研究室である。当研究室の
初代教授は故池田仁三郎先生で、故石井永先生と続き、
現在は石川（昭和４７年卒）がその任を務めている。こ
のように当研究室は長い歴史を持つが、その変遷は
「薬学部１００周年および １２０周年記念誌」に詳しい。平
成２２（２０１０）年４月からは、鈴木紀行准教授と加川夏
子助教との３人体制で研究室を運営し、学生さんの教
育や研究に鋭意取組んでいる。以下、現在研究室で展
開している研究について概略したい。
　当研究室では、薬学の根幹をなす有機化学をベース
にオリジナリティーある研究を精力的に展開すること
で、生命・健康科学へ学問的貢献をしようと心掛けて
いる。そこでは、薬理活性リード化合物の発見、合成、
最適化などのメディシナルケミストリーを指向して、
生物系研究者等と共同研究を積極的に進めるとともに、
生体機能解明や疾病診断を目指した新規分子のデザイ
ンや評価など、イメージングケミストリーを通じた薬
学的研究にも進出している。具体的には、１抗菌、抗
酵母、抗腫瘍活性を示すジャドマイシン系抗生物質の
全合成研究、２アジリジンを合成素子とするインドー
ル、イソキノリン、リグナンなど生理活性天然物を標
的にしたアトムエコノミー型合成法の開発、３当研究
室で見出した強い抗腫瘍活性ナフトキノンモノオキシ
ム類の作用メカニズムの解明や構造活性相関研究、そ
して４新規光分解性保護基を持つ高機能性バイオプ
ローブの開発、などである。その一方で、新規反応や
機能性試薬の開発ならびに実用化などの基礎有機化学
的研究にも眼を向けており、特にグアニジン型化合物
の機能性に着目し、有機合成化学的視点に加え、環境・
資源化学的な視点からもアプローチしている。今後も、
薬学研究の方向性をしっかりと見据えながら、最先端
研究をリードしていきたいと考えている。
（研究室ホームページ：
　　　　http://www.p.chiba-u.ac.jp/lab/seizou）

（石川　勉）
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くの興味深い結果が見い出されています。
　この一年の出来事として、中山祐治先生が７月より
京都薬科大学教授(生化学教室)に就任することが決ま
りました。また、昨年度の千葉大学グローバルCOEプ
ログラムリサーチアシスタント（G-COE-RA）に２名
の当研究室博士課程大学院生が採択され支援を受けま
したが、今年度は４名の博士課程大学院生がG-COE-
RAに採択されました。さらに、先進的マルチキャリ
ア博士人材養成プログラムに選ばれた博士課程大学院
生の三嶋雄太君が、昨年１２月に日本経済新聞社主催テ
クノルネサンスジャパン 第４回「企業に研究開発して
ほしい未来の夢アイデア・コンテスト」で最優秀賞を
受賞しました。
　研究室のメンバー全員で頑張って活動しております
ので、今後とも、薬友会の皆様のご支援、ご鞭撻を何
卒よろしくお願い申し上げます。

国立環境研究所
　環境生体科学の平野研究室は、茨城県つくば市の国
立環境研究所環境リスク研究センターにある健康リス
ク研究室を兼ねています。　現在、博士課程1名、修士
課程1名が在籍し、また千葉大学薬学研究院の博士課
程を修了したポスドクフェローも大学院生と一緒に研
究を進めています。　研究テーマは、
１．ヒ素など半金属の代謝機構と生体影響機序の解
明 
２．カーボンナノチューブ、銀粒子などナノマテリア
ルの毒性発現機構の解明
３．二次生成有機エアロゾルの呼吸器への影響
と、評価する物質や方法は異なっていますが、環境物
質が生体に作用するメカニズムを分子レベルで解明す
ることを目指しています。そのための手段として、プ
ラズマ質量分析器などの高感度化学形態分析、共焦点
レーザー顕微鏡、原子間力顕微鏡、遺伝子導入など
様々な手法を用いています。

　青木研究室は、同じく環境リスク研究センターの環
境リスク研究推進室を兼ねています。研究室の目標は、
私たちが環境中に存在する化学物質から被っている影
響（Total Environmental Impact）とそのリスクの全
体像を実証的に明らかにすることです。研究室のテー
マは、
１．遺伝子導入動物を用いた環境変異原物質の生体影
響の解明とリスク評価
２．環境リスク評価値の算定に関する研究
３．生態毒性試験手法の開発
と大きく３つあります。具体的には、実際の大気微粒

薬品物理化学
　みなさま、お元気でしょうか。平成２４年４月現在、
本研究室には根矢三郎（教授）・星野忠次（准教授）・
鈴木優章（助教）の職員３名と、博士課程２名・修士
課程または５，６年生７名・４年生３名の学生１２名が
在籍しています。
　この１年間をふり返ると、もっとも大きな変化は、
やはり昨年１０月の西千葉地区から亥鼻地区への移転で
した。西千葉の薬学部１号館４階にあった本研究室で
は、室内や水道設備などの老朽化がやや目立ちました。
しかし、亥鼻地区の薬学部第二期棟６階に移動して、
見晴らしのよい近代的な研究室に一新されました。
　研究室では、根矢教授と星野准教授がそれぞれ独立
したテーマで進める両輪体制をとっています。これは、
それぞれの研究がうまく進展しない場合にも成果を補
完共有しあい、全体では絶えず成果を生み出す有効な
方法です。根矢教授らは生物無機化学やヘム化合物の
研 究 を 進 め て お り、最 近 で はBiochemistry, 
Tetrahedron Lett., Inorg. Chem.などに論文発表をし
ました。星野准教授らは計算化学などの手法を駆使し
て、J. Phys. Chem., Bioorg. Med. Chem.などにタン
パク質と薬物の相互作用について成果を出しています。
　先年５月末に、私たちは日本薬学会物理系薬学部会
の「第２１回金属の関与する生体関連反応シンポジウム」
を主宰しました。また本年３月には、理化学研究所の
幸瞳氏（平成１７年、本研究室修士修了）が本研究院で
博士（薬学）の学位を取得されました。研究以外でも、
季節のコンパや研究室旅行・ソフトボール大会など楽
しい時間を過ごしています。みなさま、私たちの新研
究室にぜひ一度お立ち寄りください。

分子細胞生物学
　分子細胞生物学研究室は現在、山口直人（教授）、
中山祐治（准教授）、福本泰典（助教）の３名の教員
に加え、１３名の大学院生（４年博士１１名、修士２名）
と１２名の学部学生（４～６年次）の２８名で構成されて
います。
　当研究室では、がん細胞の細胞増殖のシグナル伝達
機構に関する細胞生物学に興味を持ち、蛋白質チロシ
ンリン酸化反応を介する細胞内情報伝達機構の時空間
的解析の研究を行なっています。特に、Src型チロシ
ンキナーゼの細胞内トラフィックや核内クロマチンダ
イナミクス・細胞分裂・DNA傷害による細胞周期
チェックポイントにおけるチロシンリン酸化シグナリ
ングに関する分野を新たに開拓して、教室員一丸と
なって創薬を目指した基盤的研究を行なっており、多

研 究 室 便研 究 室 便 りり
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子中に存在する様々の化学物質が複合的に体内で示す
変異原性（in vivo mutagenesis）を明らかにしようと
しています。そのための有力な手法が、動物ゲノム上
で発生した突然変異を検出するために開発した遺伝子
導入動物を利用しています。また、メダカ、ゼブラ
フィッシュ、ミジンコを用いた生態毒性の開発を進め、
国際的に通用する試験法を世に送り出しています。

かずさＤＮＡ研究所
　遺伝子創薬学研究室がかずさＤＮＡ研究所との連携
講座として千葉大学に設けられて、早くも１０年以上の
時間が流れました。研究場所が千葉大学から離れた木
更津市にあるため、主に外部の大学からの大学院生の
方々がこれまで研究室に所属して研究され、様々な分
野で現在活躍しています。今は１名の博士課程の大学
院生が在籍し、免疫・アレルギー疾患に関する研究に
励んでいます。研究室の構成としては、小原が免疫・
アレルギー疾患のゲノミクス解析とそのための技術開
発、中山客員教授が疾患モデル動物作製のためのゲノ
ム改変技術開発、鈴木客員准教授が最新のメタボロミ
クス解析研究を推進しています。高精度質量分析装置
群、次世代ＤＮＡシーケンサー群、大容量コンピュー
ター施設などがかずさＤＮＡ研究所には備えられてお
り、国際的にも最先端の先進ゲノミクス研究を行うた
めに十分な環境が整備されています。こうした環境を
活かして、千葉大学内の先生方との共同研究だけでな
く、国内外の大学・研究機関、バイオ関連企業との共
同研究を活発に進めています。それぞれのヒトの個人
ゲノム情報までもが実際に読み取れる時代になり、創
薬のプロセスも、治療薬・診断薬の概念すらもがこれ
から大きな転換期を迎えるだろうと期待されています。
これからの創薬の新しい道を切り拓いていこうとして
くれる方を大歓迎しますので、ぜひ一度機会があれば
かずさＤＮＡ研究所に立ち寄ってください。

薬効薬理学
　薬効薬理学研究室（旧薬品化学研究室）は平成１２年
４月より渡辺和夫名誉教授の後任として村山俊彦教授
が着任して以来、各種疾患の原因解明や創薬を目指し
て受容体シグナルや脂質代謝に関する研究を行ってい
ます。現在の研究室は、藤野裕道准教授と中村浩之助
教を合わせた３名のスタッフ及び大学院生１０名（博士
課程２名、修士課程８名）、学部学生５名（薬学科２名、
薬科学科３名） の学生から構成されています。修士課
程には中国からの留学生１名が含まれています。
　当研究室では、生化学、薬理学的手法を用いて、１）
ホスホリパーゼA２によるアラキドン酸代謝機構の解
明、２）プロスタノイド受容体シグナルの癌への影響、
３）スフィンゴ脂質の生体機能における役割、細胞内
動態の解明を目指して研究を行っています。また本学
部の薬品合成化学研究室（西田篤司教授）との共同研

究においては、スフィンゴ脂質誘導体の合成と活性評
価を行っており、それらの化合物をプローブとして用
いることで癌の診断や生理機能の解明へと展開するこ
とを試みています。
　また当研究室は、学部の恒例行事となった研究室対
抗ソフトボール大会にも力を入れており、春になると
スタッフを含めて朝練を行っています。その成果もあ
り、これまで７回の開催のうち２度の優勝に輝いてい
ます。このように文武両道の精神とチームワークを大
切にしながら、日々研究活動に取り組んでおります。
　これからも薬友会の皆様の御指導、御鞭撻を何卒よ
ろしくお願い申し上げます。　

高齢者薬剤学
　当研究室は上野光一教授、山浦克典講師、佐藤洋美
助教、事務補佐員の浅野明子さん、技術職員の小林由
佳先生（附属病院配置）の５名のスタッフと、留学生
を含めて博士課程５名、修士課程２名、そして学部生
１３名（B６：３名、B５：５名、B４：５名）が占める
元気な学生たちから構成されます。私たちの研究ター
ゲットは医療材料をテーマに、薬理学的手法や性差医
学的視点で切り込み、ときには医学部や附属病院、他
大学や研究機関、企業と共同して、医療への還元を目
指すものです。研究手法としては実験科学が中心なの
で、研究の基礎を学ぶことができます。ぜひ一緒に試
行錯誤しましょう。平成２３年度には薬学６年制教育が
始まってから初の６年生が５名巣立って行きました。
就職先は、病院薬剤師２名、薬局薬剤師１名、公務員
（科学捜査）１名、企業（研究職）１名、とそれぞれ
の道へ進みました。過去の卒業生を振り返ると、医療
職を目指す人も、研究職を目指す人も、公務員を希望
する人も、偏りなく混在しているようです。立ち上
がって１０年程の若い部屋ということもあり、研究室の
イベントに声掛けすると多くの卒業生が頻繁に訪ねて
くれます。また、既卒薬剤師を対象とする卒後教育研
修講座を毎年３～４回開催しております。本年は４
/２１、５/１９、６/１６、９/８に、「緩和医療・在宅医療と
薬剤師」を年間テーマとして、１４時半～１７時半の３時
間×４回開催されます（西千葉キャンパスけやき会館）。
当日受付で学生は無料で受講できるのでぜひご参集く
ださい。　

分子心血管薬理学
　「新任のご挨拶」でも紹介させていただきましたが、
当研究室では、循環器疾患の病態解明やそれに基づい
た新たな治療法の開発を目指した研究を行っています。
循環器疾患というのは、研究室の名前でもある「心血
管」すなわち、心臓や血管に関連する病気のことです。
心臓の疾患としては狭心症、心筋梗塞、心臓弁膜症、
心不全、不整脈などがあり、血管の疾患としては高血
圧、大動脈瘤、解離性大動脈、閉塞性動脈硬化症など
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があります。これらの疾患には適切に治療されないと
死に至るような怖いものもありますが、わが国でも高
齢化や生活習慣の欧米化により循環器疾患の患者数は
増加傾向にあります。
　これまでたくさんの治療薬が開発され使われてきま
したが、治療に反応せず改善がみられない患者さんは
まだ多くいらっしゃいます。循環器疾患の治療に関し
てはまだまだ完成された段階ではありません。特に心
臓の働きが悪くなる重症の心不全では、生命予後は極
めて悪く心臓移植しか治療法がありません。病気の進
行を止めるような有効な治療薬を開発して患者さんの
役に立ちたいと思います。現在進行中の研究テーマは
以下の通りです。①心不全の病態解明と新規治療法の
開発、②動脈硬化の発症および進展における炎症・免
疫機構の関与、③虚血性心疾患に対する再生治療の開
発、④高血圧治療の最適化を目指すための臨床研究。
今年度から薬学部４年生の２人が仲間に加わり、一緒
に頑張って研究を行っています。

生物薬剤学
　生物薬剤学研究室では、平成２３年度に修士（薬科学）
２名、学士（薬学）３名が社会に巣立っていきました。
４月からは、企業および医薬品医療機器総合機構にお
いて活躍されることが期待されます。また、平成７年
度修士修了の谷井博美氏が、社会人博士として学位を
取得しました。会社での仕事をこなしながら、研究活
動および論文執筆に励み、無事学位を取得されたのは、
大変立派なことであり、在学生の励みになるものと思
います。平成２４年度は、堀江利治教授、設楽悦久准教
授、関根秀一助教の３名のスタッフと大学院生３名
（博士課程２名、修士課程１名）、学部生１１名、研究生
１名で研究活動に励んでいきたいと考えております。
　昨年度は、昭和５７年度修士修了の碓井孝志氏に、卒
後教育セミナーおよび大学院講義において、企業での
医薬品開発、代謝研究に関する最新の知見についてわ
かりやすく講義していただきました。研究室内では、
日本薬剤学会、日本トキシコロジー学会、日本薬物動
態学会、日本薬学会の年会および生体パーオキサイド
研究会、日光シンポジウムにおいて、大学院生および
学部生が研究成果を発表しました。年度末の薬学会年
会（札幌）では、学部生２名が口頭発表を行い、普段
のセミナー等で得た力を存分に発揮して、質疑応答も
立派にこなしてくれました。また、関根助教が１２月よ
り３月までオランダのGroningen大学に留学し、短期
間ながら研究に励み、また新たな人脈を構築してきま
した。今年度も、ますます研究に邁進していきたいと
思います。

病院薬学
　平成２４年３月３１日をもって、北田光一先生が定年退
職されました。北田先生は、病院薬学研究室の礎を築
いた方であり、北田先生なくしては現在の病院薬学は
あり得ません。北田先生は、病院薬学の前身である医
療薬剤学講座・病院薬剤部研究室が１９７９年に開設され
た際助手として赴任され、その後１９９２年より教授とし
て病院薬学研究室を牽引されてこられました。北田先
生の教えは「患者さんが一番の教科書である」ことで
す。薬剤部長としては勿論のこと、助手時代には研究
室で沢山の試験管を振りながらも常に「医療」を意識
し「臨床への応用」を考えてきたと聞きます。病院薬
学の卒業生には、北田イズムが浸透していていること
を心から誇りに思います。この「研究室便り」を読ま
れた卒業生の皆様はきっと北田先生が、お酒を飲み、
タバコを吹かしながら豪快に笑っている様子を思い出
してくださることでしょう。北田先生には今後もご活
躍頂かなくてはならないのですが，世の中には何事も
決まりがあります。去る２月１７日に北田先生の最終講
義が行われました。約２００名の方にご参加頂きました。
「薬剤部での２０年間」と題し、薬剤師の仕事、薬剤師
業務の変遷、研究成果と医療への貢献についてお話頂
きました。北田先生らしく朴訥な語り口調でしたが、
暖かみがあり感極まりました。恐らく、北田先生不在
の病薬など考えられない方も多いと思いますが、北田
先生の教えを守り、更なる発展を目指したいと思いま
す。

臨床教育
　臨床教育研究室は、医療人としての倫理観、使命感
を携えて社会の幅広い分野で活躍できる人材を養成す
ることを基本理念とし、現在、教授１名、助教２名体
制で学生の教育・研究にあたっている。当研究室では、
主に、実際の薬物治療に基づく臨床の課題を扱うテー
マが多いことから、研究の場は学内にとどまらず、病
院や薬局といった様々な医療現場や学外研究施設と連
携を持ち、取り組んでいる。
主な研究テーマは
１）妊婦・授乳婦への医薬品の臨床使用に関する使用
評価の研究
　妊婦に使用する医薬品の有効性と安全性に関して、
臨床データに基づいての検討。
２）後発医薬品の臨床評価に関する研究
　後発医薬品に対する患者及び医療関係者の評価に関
しての検討及び後発医薬品の有効性の検証のため、降
圧薬を例に、先発品から後発品へ切り替えた際の血圧
への影響等の検討。
３）小児アレルギーの発症機序に関する研究 
　小児アレルギーの発症と、妊娠・授乳中の母親の生
活習慣及び小児の生活習慣等の関係についての検討。
４）医療用医薬品添付文書に関する研究
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　医療用医薬品の添付文書は、現在の形式に変更され
約１０年余り経過した。その間に、大きく変化した医療
の状況を踏まえ、現行の医療用の添付文書の問題点を
解明し、添付文書の在り方についての検討。
５）オピオイド系鎮痛薬の免疫系への影響に関する研
究　
　オピオイド系鎮痛薬による免疫系に対する影響に関
して、臨床データに基づいた検討。

実務薬学
　実務薬学研究室は、薬学部６年制に伴い平成２１年４
月に新設された比較的新しい研究室です。平成２４年４
月現在、教員２名、学生５名という構成で、まだ卒業
生がいない小さな研究室です。
　臨床現場では多くの薬が使用されています。エビデ
ンスという言葉が一般的になったにもかかわらず、
「今まで使用して良かった（ような気がする）から」
とか、新しいエビデンスが出たにもかかわらず見直さ
れないまま「昔からこの薬を使うことに決まっている
から」という理由で漫然と使用されている薬は案外多
く、このような薬の使い方に釈然としないものを感じ
ながら毎日仕事をしている薬剤師も臨床現場では案外
多いものです。臨床現場で働く薬剤師が薬物療法に関
わる際に抱く疑問を解決し、患者さんにとって意味の
ある薬物療法を実践してゆくことがこれからの薬剤師
に求められていることです。実務薬学研究室の教員２
名はいずれも現役の薬剤師です。当研究室では、薬剤
師の目で臨床現場の問題点を抽出し、根拠に基づいた
医薬品の適正使用を実践するための様々な研究を行っ
ています。
　薬剤師の活動に興味のある卒業生の方々、解決でき
ない臨床上の問題を抱えながら薬剤師業務をやってい
る方々、お気軽に実務薬学研究室においで下さい。一
緒に語り合い問題を解決してゆきましょう。

薬物学
　現在の教員は教授千葉寛、准教授小林カオル、助教
降幡知巳の３名です。平成２４年度の配属学生は、博士
（４名）、修士（８名）、薬学科５、６年（４名）、４年
（薬学科３名、薬科学科２名）、研究生１名の計２２名で
す。
　薬物学研究室では現在、薬物代謝酵素と薬物トラン
スポーターを基軸に、「薬物動態の変動および薬効・毒
性発現のメカニズム解明とその予測法の確立」をテー
マとした幅広い研究をおこなっています。具体的には、
「人工染色体ベクターを用いて作製したヒト化動物の
薬物動態研究への応用」、「三次元培養細胞を用いた薬
物代謝および毒性の予測」、「核内受容体による薬物動
態関連遺伝子の発現制御に関する研究」、「新規ヒト不
死化細胞の樹立と創薬研究への応用」、「C型肝炎治療
薬リバビリンの奏功率向上を目指した研究」、「がん細

胞に発現する薬物トランスポーターの機能解析」につ
いて、研究をおこなっています。
【最近のNews】
・２０１１年３月５日に同窓会を開催しました。
・第９回国際薬物動態会議（２０１０年、トルコ）および
第４回アジア太平洋地域薬物動態会議（２０１１年、台
湾）にて、ベストポスター賞を受賞しました。
・２０１１年度学部内ソフトボール大会にて準優勝しまし
た。
【お知らせ】千葉教授が年会長として日本薬物動態学
会第２７回年会（２０１２年１１月２０日―２２日）をタワーホー
ル船堀（東京）にて開催します。多くの卒業生の方々
のご参加をお待ちしています。

薬化学
　濱田研卒業生の皆さん、いかがお過ごしですか？薬
化の今日この頃を、研究室在籍１０年目に突入した根本
がお伝えします。
☆２０１１年９月、卒業生一同、朝から晩まで実験をして、
笑って、飲んで、大騒ぎした西千葉校舎から、亥鼻
二期棟４階の真新しい部屋に引っ越しました。亥鼻
校舎の初詣が済んでないあなた、是非一度お越し下
さい。
☆２０１１年１０月、私、根本が６月から留学していたイギ
リス、オックスフォード大学より戻りました。熱心
に研究する大学院生、博士研究員に囲まれた刺激的
な日々は勿論、イギリス人、ヨーロッパ人達との、
毎週金曜の本気サッカーは強烈体験でした。
☆２０１２年３月、薬科学科学部生１名、大学院修士課程
学生６名がめでたく卒業しました。また、３月３０日
には、昨年度の日本薬学会１３１年会の中止に伴い出
来ず仕舞となっていた、濱田先生の“日本薬学会賞”
受賞内容に関しての特別講演が日本薬学会１３２年会
（札幌）にて行われました。
☆２０１２年４月、昨年度からのメンバーに対して、薬科
学科の４年生５名、新しい修士課程１年生３名が加
わり、学生１９名、教員３名（濱田、根本、濵嶋）の
体制で新年度がスタートしました。今年も皆で一歩
ずつ頑張ります。
　No Catalyst, No Life.

薬品合成化学
　薬品合成化学研究室は昨年９月に亥鼻キャンパスの
新研究棟II２階に移転してまいりました。老朽化した
西千葉校舎と比べすきま風やほこりの侵入もない新校
舎に大変満足しております。研究室には全面フード
（排気設備）で覆われた４台の実験台と６台のドラフト
を完備しました。更に居室と実験室を仕切り分け、実
験者が極力、化学物質にさらされぬよう配慮した設計
にしました。また、実験台の棚や試薬倉庫の棚には落
下防止バーを設置し地震災害時にも試薬の落下破損を
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防ぐ備えも付けました。大学の研究室の実験環境と企
業の実験環境にはこれまで大きなギャップがあり、と
うてい埋められぬものとあきらめていましたが、今回
の研究棟新営を機会にほぼ理想に近い研究環境を整え
ることができて大変うれしく思っております。
　しかし、いざ住んでみると､またいろいろな不都合
も見えてきます。たくさんある排気設備をフル稼働す
ると、有害蒸気は極力排出されますが､替わりに大量
の外気が室内に流入し､部屋の内と外の環境が同じに
なってしまいます。当たり前ですが必要に応じた設備
の使用が肝心です。
　平成２３年度は学生・院生１１人とスタッフ２名しか実
験室におらず、ゆったりした実験環境でしたが平成２４
年度は学生・院生が１７人となり、いきなり人口密度が
増加しました。設備も人材も充実したところでどのよ
うな研究成果が生まれるか大変楽しみです。医薬シー
ドとなり得る天然物の全合成、新規不斉反応の開拓と
有用有機分子変換、新たな触媒的骨格合成反応の開拓
などに取り組んでいきます。　

病態分析化学
　私たちの研究室は３名の職員（戸井田敏彦、西村和
洋、東恭平）と８名の大学院生、７名の学部学生、１
名の博士研究員からなる比較的小さな研究室です。現
体制になって３年目に入りました。「糖鎖の構造と機
能」、「ポリアミンの生理的機能」および「無症候性脳
梗塞の診断・予防・治療」をテーマに掲げ、研究・教
育を行っています。いずれも千葉大学名誉教授今成登
志男先生、五十嵐一衛先生によって築かれた知的財産
ともいうべき成果を引き継ぎ、新たな方法論を展開し
ながら未知の世界へ踏み込んだテーマです。現在これ
らを融合すべく、微力ではありますが新たな研究領域
の構築を目指しています。
　修士・博士課程の大学院生は、常に世界中から発信
される最新の研究成果を意識しながら、「only one」、
「number one」の研究者になるという夢を持って、互
いに切磋琢磨し研究に励んでいます（たぶん？）。学部
学生については、薬学教育が４年制・６年制の二学科
に再構成されて以来、私たちの研究室に両学科から卒
業研究のために入室してきており、それぞれの学科の
学生に即した研究テーマで卒業研究を行っています。
大学院生、卒研生一人一人が、実験に明け暮れる毎日
の生活の中から見出すことのできる“何か”を掴んで
くれることを期待しています。まだ私たちの研究室は
緒に就いたばかりです。温かいご支援を心よりお願い
申し上げます。　

製剤工学
　新聞の見出しを模して最近の研究室の様子を報告し
ます。
・仲井由宣名誉教授は本年、米寿を迎えられ、ますま

すお元気でおられます。
・山本教授は昨年９月、シクロデキストリン学会から
学会賞を授与されました。
・なんと薬剤師国家試験今年も全勝。これで平成１６年
以来現役連勝記録更新中！
・大学本部での仕事のため山本教授は不在がちですが、
森部准教授を先頭に留守を守って頑張っています。
平成２３年は英文論文１０報を発表しました。
・平成２３年度もM２と６年生全員が英語で修論・卒論
発表会を行いました。
・昨年夏から秋にはM１の５名全員が交換留学生とし
てタイにshort stayを果たしました。
・３月には６名が研究室を巣立ち、中国薬科大学、ア
ステラス製薬、日本化薬、養進堂、
　大正製薬、千寿製薬で活躍しています。４月には７
名の新メンバーを迎えました。
・瀬田康生博士（昭和５４修）は本年１月、東京薬科大
学に教授として赴任しました。
・花輪剛久博士（平成２博）は本年４月、東京理科大
学に教授として赴任しました。
・戸塚裕一博士（平成１０博）は本年４月、大阪薬科大
学に教授として赴任しました。
・東助教は日本薬剤学会製剤セミナーPostdoctoral 
Presentation Awardを頂きました。
・ワリー助教が本年３月で離任され、マヒドン大学に
移動しました。
・学部６年生の萩原由実さんは永井財団・学部学生七
つ星薬師奨励賞を頂きました。
・大学対抗野球大会（現在は千葉大・東大・東薬大・
東理大の４大学対抗戦）は咋年９月の試合をもって
その長い歴史に幕を閉じました。

微生物薬品化学
　昨年９月の亥鼻移転に伴い、当研究室は通称「II期
棟」の５階に居を移して新装開店となりました。ラボ
の中心には「教員と学生の居室・P１実験室・P２実験
室」が配置され、それぞれがガラス越しに見とおせる
機能的な造りとなっています。移転に先立ち、６月に
は「同門会と西千葉研究室再訪」を企画しましたとこ
ろ、大勢の同門生が研究室を訪ねられ、思い出に花を
咲かせておられました。同門会には、小山泰正先生を
はじめ多くの同窓生にお集まりいただき、旧交を深め
るとともに、半世紀を超す研究室の歴史を振り返るこ
とができました。
　研究は①細菌感染と宿主応答の分子メカニズム②分
子シャペロンとAAA+プロテアーゼの作動原理　③
薬剤耐性機構の３本の柱を立て、集団指導体制で取り
組んでいます。海外の研究者との共同研究も順調に進
んでおり、ごく最近では米国（Univ. of Utah）の
Hughes教 授 と の 共 同 研 究 成 果 がMolecular 
Microbiology ８３:１２６８（２０１２）に掲載されました。髙
屋准教授は英国（Imperial College）のHolden教授の
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ラボを再訪し、サルモネラ病原分子の研究で連携を深
めています。佐藤助教はカナダ（Toronto Univ.）の
Houry教授のもとへ留学し、AAA+プロテアーゼの共
同研究を一層進展させました。山本教授は昨年日本細
菌学会賞「浅川賞」を受賞しました。細菌学会では修
士２年生がベストプレゼン賞と優秀ポスター賞、博士
３年生が優秀ポスター賞を受賞しています。昨年度は
６年生３名が、いずれも修士論文に匹敵する立派な卒
業論文を書き上げ、薬剤師国家試験にも全員合格して
巣立っていきました。

生体機能性分子
　私たちの研究室も平成２３年９月１３日に西千葉から亥
鼻キャンパスの新棟に引っ越してきました。真新しい
実 験 室 で 研 究 に 励 ん で い ま す。研 究 室 のHP
（http://www.p.chiba-u.ac.jp/lab/seitai/index.html）を
是非ご覧下さい。平成２３年度は、助教の小暮紀行博士
が日本薬学会生薬天然物部会の奨励研究賞を、さらに
博士課程３年の中山淳くんが厦門（中国）で開催され
たThe １st Junior International Conference on Cutting-
Edge Organic Chemistry in AsiaでBest Presentation 
Awardを受賞しました。２３年度は博士課程７名、修士
課程１３名、学部４年生５名の計２５名の学生が在籍しま
した。博士・修士の学位論文題目は次の通りです。博
士 論 文：「Pauson-Khand反 応 を 基 盤 と し た
fawcettimine型リコポジウムアルカロイドの不斉全合
成研究」、「がん細胞選択毒性を有するColchicine系抗
腫瘍薬の創製研究」、「抗腫瘍性新規ゲルセミウム属ア
ルカロイドの成分探索および化学的研究」。修士論文：
「ヒカゲノカズラ科Lycopodium属植物含有新規生物
活性アルカロイドの探索研究」、「アカネ科植物
Mitragyna speciosa含有アルカロイドMitragynineの
第二世代不斉全合成研究」、「オピオイド性鎮痛アルカ
ロイドMitragynineを基盤としたSPECT用標識プロー
ブ の 創 製 研 究」、「ミ ソ ハ ギ 科 植 物 含 有 新 規
Biphenylquinolizidineアルカロイド類の不斉全合成研
究」、「LycopodiumアルカロイドLycodineの生合成経
路を模擬した合成研究」。

分子画像薬品学
　本研究室は、荒野泰（教授）、上原知也（准教授）、
花岡宏史（助教）と１名の特任研究員および２名の秘
書を合わせた６名の教職員と、博士課程４名、修士課
程７名、学部生９名の総勢２６名で構成されています。
学生の４名が留学生（インドネシア２名、キューバ１
名、台湾１名）と国際色豊かな研究室となっています。
西千葉のアイソトープ実験施設には熊谷先生と鈴木先
生がいらっしゃいます。３月の薬学会に先立ち、
チューリッヒ大学のRoger Alberto教授が来訪し，ご
講演と学生とのディスカッションを行いました。
　本研究室では、がんの早期診断や治療効果の早期判

定を目的として、細胞内の生理学的、あるいは生化学
的変化を非侵襲的に画像として捉えることが可能なア
イソトープ標識化合物の開発研究を進めています。ま
た、がん組織に高エネルギーβ－線を放出する標識化
合物を選択的に送達することで、他の方法では困難な
がん治療への道が開けると考え、新たなデリバリーシ
ステムの構築について研究しています。
　２０１１年３月に群馬大学医学部より花岡助教を迎え、
２０１２年１月には上原講師が准教授に昇任と、新たな体
制となりました。上原准教授は２０１１年９月～２０１２年３
月にハーバード大学医学部Alun Jones教授のもとに
留学されました。数多くのコンパと研究室旅行（今年
は４月に日光）に加え、秋のソフトボール大会では皆
でポロシャツを揃えて常に優勝目指しています。卒業
生の皆様、本研究室に興味を持たれた方、是非お気軽
にお立ち寄り下さい。

活性構造化学
　活性構造化学研究室は、スタッフ３名（石橋教授、
荒井准教授、當銘助教）、大学院生１７名（博士課程６名、
修士課程１１名）、学部生３名で構成されています。現
在は，バングラデシュ、韓国、フィリピンからの大学
院生が在籍しており、日本語とともに英語も日々飛び
かっています。
　当研究室では、天然物化学を基盤とした生物活性を
もつ化合物の探索、見出した化合物の生物活性発現機
構の解明、化学合成・誘導体化などの研究を展開して
おります。研究室の名前の通り”活性”と”構造”（天
然化合物）を研究対象として、有機化学系でありなが
ら生物系にも踏み込んだケミカルバイオロジーに取り
組んでいます。
　天然物探索の素材についてはタイやバングラデシュ
などの熱帯植物や、国内各地で採取した土壌、海水サ
ンプルから分離した放線菌などの未利用天然資源を対
象としています。これらのエキスをライブラリー化し、
種々の生命現象にかかわるウィントやヘッジホックを
はじめとするシグナル伝達や、神経幹細胞の制御に関
わるタンパク質に対する生物活性スクリーニング試験
とを組み合わせることで、活性天然物の探索および化
学合成を行っています。自然界に潜む有用物質を発見
し、それらを応用して生命現象の解明ならびに医薬
リード化合物開発に貢献することを大きな目標として
おり、学生・職員が一丸となって日夜研究に取り組ん
でいます。
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ク ラ ス 通 信

昭和１６年１２月卒業（宣葉会）
　卒業のときは、５０名のクラスでしたが、現在は９名
健在です。みんな９０歳を越したと思いますが、消息は
はっきりして居ます。
　今までのクラス会開催は５７回を数え、それぞれ記録
は幹事の手もとにはっきり残っております。ここで、
記録を少々振返ってみましょう。
　第１回目は、昭和２１年９月１日に、鎌倉で開催し、
１４名集まりました。幹事は駒崎君で、「宣葉会議録」の
第１頁に、次の記録が残されています。「宣葉」の徒輩
集い進まん、祖国の再建に人類の福祉の為に！　まさ
にご立派と申しあげるだけです。第２回目は東京の銀
座で、１９名参集。第３回目は東京の神田で、１８名集ま
り、交通の便のよい神田の和光堂（安田在籍）が使わ
れました。第８回目は今までの中で最高の２０名出席、
昭和３１年７月の開催でした。昭和３６年の第１２回クラス
会は、卒業２０周年で、恩師の関根、宮木、観の３先生
をお招きして開催、２１名出席しました。３０周年クラス
会には、宮木高明先生にご出席をお願いし、１４名参集。
業界新聞の「薬事日報」に寄せ書きを掲載し、注目さ
れました。昭和５２年には同窓の山岸君が母校教授に就
任されたので、第２３回クラス会を開催し、集った１５名
で祝福しました。卒業４０周年クラス会は、長野県の浅
間温泉で開催、１０名集まりました。５０周年のクラス会
は母校の千葉市で開催、平成３年の１１月で、集った１２
名は、なつかしさでいっぱい―――と言う心境でした。
広瀬、沢井の両教授にご案内いただき、西千葉の母校
をつぶさに見学致しました。８０歳を越しての集まりは、
平成１３年１０月に、千葉市のそごうデパートで６０周年ク
ラス会を開き、９名集まりました。これが、第５０回の
クラス会です。平成１８年４月には、卒業６５周年クラス
会を千葉市で開き、第５５回目の集まりでした。９名集
り、古山、君塚、国友、田中、海東、巣山、三田、藤
井、安田は手を取り合ってお互いの元気を喜び合いま
した。平成２０年には、東京の日本橋倶楽部で第５６回ク
ラス会、平成２２年には千葉市で第５７回クラス会をもち、
小人数でもクラスメートのなつかしさをかみしめてい
ます。
　これからも、チャンスがあれば、宣葉会のクラス会
を開き、９０歳を越した現在でも、お互いに心の通い合
いを深めたいと思って居ります。
　どうか皆様お元気で、相互に連絡をよろしくお願い
致します。　 （安田　英夫）

昭和２０年卒業（るつぼ会）
　昭和２０年９月卒業　同窓会、２年ぶりに爽やかな秋
風
　１０月８日（土）上野公園内梅川亭で、るつぼ会を開
きました。集まる者７名です。
　るつぼ会の存続を協議しましたが、存続を決定、来
年の４月には、８８歳の米寿の祝いを盛大にやろうでは
ないかと、意気旺んな提案があり、賑やかな祝宴を予

定しています。今回西川会長から病気予後療養の為、
佐川会長に交代が決定しました。米寿の記念品を製作
しようとの事で、
①「秋の逍遥歌入り手拭い（偶然大学が１２０周年、新
校舎落成の佳き年を迎え）祝賀記念として４８０枚、内
４００枚を母校在校生３年以上、教授、准教授、研究生
用、その他として製作
②大学時代の感謝をこめた「生涯矜持」同窓寄せ書き
の色紙　額縁　製作
が、実現し、本年１月２４日母校を訪ね代表４名が贈呈
式を行い新校舎のご案内を頂きました。近代的な設備、
実験室を見学し、感激一汐、母校の新しい衣替えに感
激、無上の喜びを感じました。母校の更なる発展、飛
躍を声援したい心境です。
　桜花咲き乱れる春４月、米寿お祝いをどこまでやる
のかたのしみです。　 （佐川　安寿）

昭和２３年卒業
　昨２３年のクラス会は５月１４日に恒例の新橋『新橋亭
新館』で開催。３月に発生した東日本大震災の僅か２
か月後であった為か、「大地震による京浜地区の交通
の大混乱を見せつけられ、足腰の弱くなった老人が街
中に出るのが怖くなって出られない」との欠席者も
居ったが、下記の写真の如く１２名の元気な出席者を得
て楽しく歓談し、（八十二才で再婚をした男の幸福感
溢れるお惚気をタップリ聞かされたことも含め）最後
に薬専の校歌『眺め床しき亥鼻ヶ丘』と春は『眺めは
霞み房総の』、秋は『秋月窓辺に降りそそぎ』の春秋
の逍遥歌を山下君の音頭で斉唱し次回を約し散会した。
今年も残念ですが仲間が減りました。『訃報』昨年入院
をお知らせした伊藤昌弘君が２３年６月に、また一緒に
幹事を務めた芳賀功君が２３年９月２５日に、さらに茨城
県の薬剤師会会長を２０年以上勤めた松崎弘君が２３年１１
月に鬼籍に入られ、さらにこのクラス通信を執筆中に
宮尾隆二君が大動脈瘤破裂にて２４年２月２７日に死去の
連絡を受けました。心からご冥福をお祈り申し上げま
す。また昨年不明であった金島芳夫君と島村芳三君が
名簿委員会と名簿業者のご努力と存じますが、物故者
の仲間入りをしました。『合掌』。
　卒業時６７名居ったクラスメイトも物故者３６名、不明
者２名、健常者（現存者）２９名とついに半数を割って
しまった。然し『元気な内に会おうではないか』をモッ
トーに今年もクラス会を開きますので、地方の皆さん
も奮って是非参加下さい。
　写真、前列左から古川、井上、長谷川、植草、古橋、
小林（剛）、後列左から三浦、山下、長沢、大塚、小沢、
靑柳（高）。　 （三浦　清）
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昭和２４年卒業
　学年理事の酒井正嘉君から会報に何か書くように依
頼されて簡単に引き受けたのだが、考えてみると昨年
来わが年度の仲間は何の活動もしていない。卒業以来
63年もたってみるとお互い歳もとった。毎年クラス会
をやろうなどという元気もなくなった。何も書くこと
がないと言うと個人的な感想でも書いておけと言うの
で、大変恐縮だが紙面をお借りすることにした。
　いちばんに書きたいことは、昨年ゐのはな山岳会の
皆さんにお世話になったお礼である。山岳会には縁が
なかった私だが、昨年九月ゐのはな山岳会が渡海駒ヶ
岳登山を計画しているという話を伝え聞いて、昔年、
まぶたに焼き付いた大沼の向こうに聳える駒ヶ岳の雄
姿を思い出し、押さえきれない思いに駆られて同行を
願い出たところ、会員の皆様の快い同意が得られて、
秋の駒ヶ岳山行を心ゆくまで楽しむことが出来た。山
と湖の美しいコントラスト、豊かな温泉等々それは楽
しい山行であった。ゐのはな山岳会の皆さん有り難う
ございました。
　ついでに全く個人的なことをひとつ。今年から俳句
を習い始めた。六十ならぬ八十の手習いである。近作
一句。
　　振り向いてみても独りや梅の花
　家内を施設に入れて独身生活が続いている。

（峰島　智）

昭和２８年卒業
　平成２３年の同期会は、恒例通り４月の木曜日に行う
事にしていましたが、３月１１日に東日本大震災が発生
し、宮城県松島で薬局を開いている品川君の安否を気
遣い、電話にて 災害連絡１７１番で安否確認のの連絡を
したところ、２, ３日して品川君より連絡があり、家
族全員の無事が確認されました。
　地震の被害と、救助活動の混乱が続くことから、取
り敢えず同期会を延期する事にしました。
　その後カナダ在住の桑原君より６月に日本に来ると
の連絡があり、その日程に合わせ、６月１6日（木）、
新井、大島、尾中、大野、亀田、北野、岐部、桑原、
進藤、鈴木（豊）、高橋（明）、塚田、林、の１３名が
参加、恒例の会場・有楽町のニュートウキョウにて歓
談、戦後の学制改革から年の違いに６年の差が有るグ
ループだが、それだけに話題も多岐に亘り、談論風発、
時を忘れ４時間近い時があっと言う間でした。最近始
めた、自由参加の歴史散歩は、新藤君の作品絵画鑑賞
（１１月１３日）に高橋（明）、坂口、尾中の３名が参加、
進藤君の絵を肴に一杯、歴史散歩は鈴木（豊）、高橋
（明）、岐部、尾中の４名参加で、王子の飛鳥山に渋
沢栄一資料館、飛鳥山博物館等を訪ね、やや遅い昼食
に花を咲かせました。
　最後になりますが、地元に「ぴんころ地蔵」を建立
することなど、色々活躍された、水戸の笠原宏造君が
昨年１１月２４日逝去されました、謹んでご冥福を念じま
す。合掌　 （尾中喜代治）

昭和２９年卒業
　平成２３年度のクラス会も今野幹事のお骨折りで、１１
月２５日恒例通り丸ビル内の「福臨門」で開催しました。
　出席者は、（写真後列左から）今野、道広、渡邉（民
也）、早川、横井、（前列左から）比留間（和夫）、比
留間（知子）、渡邉（ともみ）の８名で楽しく秋の一
時を過ごしました。
　３月１１日山脇君が東日本大震災に遭われ心配しまし
たが、無事の様子でした。黒田さんが札幌から東京で
の療養生活に変わりました。体調を崩しておられる方
も何名かいらっしゃいます。一日も早く快方に向かわ
れることをお祈り申し上げます。
　平成２４年以降のクラス会は、会場は「福臨門」（丸
ビル内）と決め日時だけを連絡することとしました。
　千代君が、平成２３年２月２５日、久保田君が平成２３年
３月１４日鬼籍に入られました。　 （比留間和夫）

昭和３１年卒業（三一会）
　我々のクラスは２年に一回旅行をしており、過去三
回は「湖東」「岩手」「山陰」と遠出をしましたが、今
回、平成２４年３月６日～７日の旅行は、「新装成った母
校見学と南房総の旅」を実施しました。参加者は男性
９名女性９名の計１８名でした。
　薬学部訪問では石川勉教授より、新しい研究棟、研
究室の見学と共に、６年制移行後の薬剤師国家資格取
得と４年制学生の薬学研究と創薬、大学院教育の問題
点等、本学の薬学教育全体の現状を教えていただきま
した（写真１）。
　薬剤師の職能
教育の面では、
医学部・看護学
部との交流、合
同受講、そのた
めの講堂の見学、
及び学生さんの
研究発表の現場
も垣間みること
ができました。
　その後、安房鴨川の鴨川館で懇親を深めましたが、
皆学生時代に戻り、夜遅くまで話に花が咲きました。
２年後は全員８０歳を越えるので、そこを一区切りと考
え全員旅行を楽しもうということで、翌日観光後、散
会しました（写真２）。
　卒後５６年、思い出に残る旅でした。
　薬学部の皆様には大変御世話になりました。深く感
謝申し上げます。　 （菅澤　明夫）

写真１　石川教授のお話を聞く
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昭和３２年卒業
　同級生４４名中残念ながら物故者は７名を数えるが、
他の３７名は全てがめでたく喜寿をクリアできた（その
内傘寿１名）。
　２０１１年９月末にはクラス会誌「ＣＨＡＯＳ」第７号
が高山浩明（以下、敬称略）の編集で発刊された。表
紙は北アルプス常念岳を臨む安曇野の風景を風間昭明
が描き、寄稿者は２２名であった。
　また隔年に実施してきた一泊旅
行は、一昨年（２００９年）の鎌倉に
続いて、小幡　誠、風間昭明、片
岡久男、高山浩明、辻　和之、福
島正二、宮田満男、森喜久男、山
田和見の９人参加で箱根の小涌園
（２０１１年１０月１３～１４日）へ出掛け、
ススキ満開の仙石原も散策した。
　なお、ここのところ毎年恒例となった「千葉薬３２会」
は卒後５５年目を迎え、今年も去る（２０１２）３月２日数
寄屋橋ニュートーキョーで行われ、あいにくの雨天に
も拘わらず１８名（小幡　誠、小尾　陞、風間昭明、加
瀬泰明、片岡久男、後藤八重子、斉藤庄一、高橋　惇、
高山浩明、辻　和之、中村良輔、福島正二、布施正之、
宮田満男、山下邦雄、山田和見、吉田勝彦、和田忠男）
が出席した。　 （小幡、辻）

昭和３３年卒業
　クラス会は、前年決められた創立１２０周年記念事業
（平成２３年７月１６日）に併せて、千葉で開催すること
となりました。クラス会が始まる前に新校舎見学を段
取りしましたが、東日本大震災で新校舎の落成が延期
になったため、内部の見学は出来ませんでしたが、外
観のみ見学しました。久し振りに亥鼻の雰囲気を味わ

いました。会場である千葉駅近くの「東天紅」では千
葉市内でも最も高い建物なので、市内を一望すること
が出来、西千葉や亥鼻のキャンパスを見て全員歓声を
上げました。出席者は２４名で例年のことながら、学生
の頃に帰り、話しに花を咲かせ、また、お互いに健康
を話題にし、盛会裏に終了しました。二次会は、近く
の居酒屋で行い散会しました。　 （渡辺　楷）

昭和３４年卒業（亥鼻３４会）
　昭和３４年３月の卒業なので、わがクラス会名を「亥
鼻３４会」と名付けている。
　２０１２年で卒業５３年になるが、現在の会員数２９名、物
故者１５名、在学当時香港からの留学生３名がおられた
が、住所不明の状況である。
　亥鼻３４会として、年に１日旅行を実施している。昨
年（２０１１年）には千葉大学薬学部を卒業した割には千
葉を知らないという理由から千葉県の旅行を計画した。
　「千葉房総ベストガイド」から９月１４日（水）１５日
（木）の両日、安房郡鋸南町の安房温泉紀伊乃国で宿
泊、翌日に鋸山登山を行った。鋸南町まで来ると近郊
の漁港で捕れる新鮮な地魚料理が食べられる。伊勢エ
ビのお造り、アワビの踊り食いなどが素晴らしい。
　翌日には、ＪＲの浜金谷駅からロープウェイで鋸山
を歩いた。鋸山は標高３２９ｍ、江戸時代には房州石の
産地として知られている。そのため岩肌はギザギザと
露出し、それがまるでノコギリの歯のように見えるこ
とからこの名がある。一帯は南房総国定公園に指定さ
れ、山の景色が美しい。道はかなり整備されているが
階段が多く一部歩きにくい個所もあるが、9月の好天
候に恵まれ、登山というよりハイキングの気分で浜金
谷に降りて、ここから船で川崎に帰還した。
 （小川　通孝）

昭和３５年卒業（珊瑚会）
　昨年のクラス会は塩野谷、遠田両幹事の企画で７月
に薬学部の新校舎見学と併せて千葉での開催を予定し
ていたが、東日本大震災の影響で新校舎の完成が遅れ
たため、１１月９日東京「なだ万汐留４７」で開催、１８名
が参加。会場はビルの最上階のレストラン、眼下に広
がる浜離宮庭園、さらにレインボーブリッジ、隅田川
の景観を楽しんだ。クラス会は薬学部１２０周年記念事
業、亥鼻への全面移転の報告の後、近況、学生時代の
思い出話で盛り上がった。さらに希望者が日の出桟橋
から遊覧船で浅草まで完成間近かの東京スカイツリー
を眺めながら隅田川を上った。浅草で会食、次回クラ
ス会での再会を約して解散。

写真２　記念の屋根飾りの前で
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　昨年６月、岡本郁子さん、河村元毅君が相次いで他
界、学生時代二人はともに人望厚くクラスの中心的な
存在であっただけに、訃報に接して皆大変驚いた。通
夜、葬儀には多数の同級生が参列、ご冥福をお祈りし
た。
　珊瑚会々員も３０名になりましたが、それぞれ趣味の
世界、旅行、山行き、ゴルフを楽しみ、薬剤師の仕事
にもまだまだ頑張っています。　 （秦　初博）

昭和３６年卒業（三六会）
　平成２３年は母校の創立１２０周年記念だったが、我々
S３６年卒は、卒業５０周年を迎えた。大震災でも記憶に
残る年だった。改めて５０年はたいした年数だと思うが、
過ぎてみれば、あっと思う間だった。記念のクラス会
を５月に東京で開く予定であったが、震災後の手控え
ムードの中で一旦中止。その後やや平常に戻った事で、
母校の１２０周年記念日に合わせ、千葉駅そばで開催し
た。新学舎見学が無かったこと、千葉は遠いと思う人
が多く、１１人とやや少ない参加者であった。しかし、
久しぶりの人も何人か参加し、昔に返っての楽しい２
時間余だった。
　このところ慣例になった２泊３日の旅行を１０月末に
行い、１２人参加した。今回は、舞鶴市（五老岳）、天
橋立、有馬温泉、六甲、神戸異人館街と、温泉、列車
の旅、きれいな風景、楽しい会話、を満喫した。　
 （村上　泰興）

昭和３７年卒業
　昨年・平成２３年の同窓会は、齊藤光高・郁子夫妻が
幹事となり、２０１１年６月５日（日）に有楽町ニュートー
キョーで開催された。出席者は１８名（男子１０名、女子
８名）だった。出席者は人数的にそれほど変わらずに
毎年推移している。クラスメートはすでに齢７０を越え
た者ばかりになり、歳取った感は否めないが、精神的
には至って若いという印象である。おおくが現役を退
き、それぞれ趣味に勤しみ、健康づくりに励んでいる。
最近物故する者が続いたので、各自健康保持にとくに
注意を払っているようである。
　今年・平成２４年は卒業後５０年を迎える。我々のクラ
ス=学年は卒業後、薬学関連企業にすすんだ者はもち
ろん多いが、薬局経営するものもあり、薬学関連分野
以外にいったものもあり、多彩に展開している。今年
は多くの方々に出席していただき、さまざまな分野の
積もる話を聞かせてほしいと思っている。

（清水　征生）

昭和３８年卒業（三葉会）
　昨年のクラス会は５月下旬に埼玉県で開催しました。
当初は東日本大震災や原発事故に伴う計画停電、相次
ぐ余震などのため実施が危ぶまれましたが、４月下旬
には列車の運行も決定しましたので予定通りに開催で
きました。初日の秩父・長瀞方面は梅雨空でしたが、
日本三大曳山の一つの秩父夜祭の屋台や新緑の荒川ラ
イン下りなど堪能してから長瀞の川辺の宿で親睦を深
めました。翌日は貸切バスで川越に向かい、徳川家ゆ
かりの「東照宮」や「喜多院」、全国でも４か所しか残っ
ていないという「本丸御殿」や古い街並みなど見学し
夕刻に川越駅で無事に解散しました。今回の出席者は、
一部参加者も含めて延べ１９名でしたが、今年のクラス
会は秋に東京で開催の予定ですので多忙などで日頃遠
出できない方も懇親会だけでもお顔を見せてくださる
よう期待しています。また、来年は卒業５０周年になり
ますのでクラス会誌「あまるがむ」の卒業５０周年記念
号の発行を計画しています。そのための原稿執筆等に
ついては既に依頼済みですが、これが最終号になるか
もしれませんので出来る限り多くの皆さんの投稿をお
待ちしております。　 （鷲見　常夫）

昭和３９年卒業
　昨年度は山口君にお世話いただき、クラス会を新宿
京王プラザホテルにて10月22日（土）開催致しました。
参加者は16名で、旧交をあたため、楽しい一時を過ご
しました。本年度は新装なった薬学部の見学も兼ねて、
秋にクラス会を千葉にて開催する予定になっておりま
す。亥鼻キャンパスの環境は、私達が過ごした頃に比
べ、大きく変わりました。お天気が良ければ、亥鼻
キャンパスの散策も計画しますので、皆さん奮って御
参加下さい。お会いできるのを楽しみにしております。
また、本年度は会員名簿発行の年です。昨年度のクラ
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ス会以降住所変更のある方は五十嵐迄御一報下さい。

（五十嵐一衛）

昭和４０年卒業（峠の会）
　平成２３年度のクラス会（峠の会）は、１１月６日（日）
に「築地竹若池袋店」で開催。幹事の鎌滝君と平野は
「東京スカイツリー」が近くに眺望できるレストランを
探し、ようやく見つけたお店で予約がとれず挫折。次
回以降に期待することにしました。それより幹事を悩
ませたのは参加者数。当初５～６名で開催を危ぶまれ
ましたが、返信締め切り近くになってようやく１０名に
到達し開催することができました。
　遠路沖縄県から参加してくれました普天間公子さん
の乾杯の音頭で「峠の会」をスタート。
　今回は特別な趣向はなく、あらかじめ参加者に「学
生時代の思い出、仕事や、趣味、家族のことなど何で
も２～３分間でお話ください」とお願いしました。学
生時代の甘いエピソードやお仕事のお話が多く、２～
３分間では語りつくせないようでした。お昼の個室は
時間制限がありましたので、話の続きはコーヒー
ショップでやりました。
　次回の幹事さんは赤司昌子さんと斎田澄江さんにお
願いしました。　 　（平野　武明）

昭和４１年卒業（６６会）
　まこと年月の過ぎるのは早く、あらかたは仕事に追
われる生活を終え、幸運な方は孫の顔も見て一安心と
いう段階にたどり着き、多くの同期生が今年「古希」
を迎えます。
　昨年は、我らが学究面のホープ・細菌学の権威で、
日本化学療法学会の理事長まで務めた井上松久さんが
惜しまれながら亡くなりました。　　

　先に逝った仲間は七名となり、多くは癌ということ
で残念でなりません。
　クラス会はほぼ毎年行っており、昨年は卒業後45年
目を迎えた区切りの意味もあり、懐かしい亥鼻の地に
薬学部の新棟が落成したということで、この機会とば
かり押しかけて学部見学をさせて頂きました。十月の
大嵐の日山本教授にご案内をお願いし、懐かしくも楽
しいひと時を過ごしました。その晩は亀山温泉泊まり
で、また盛り上がり元気の源を養いました。翌日は快
晴となり、馬来田のコスモスと万葉の道を散策し、千
葉は良い処と再確認しました。　 （西山　郁子）

昭和４２年卒業
　平成２３年９月３日に八重洲富士屋ホテルにて３年ぶ
りのクラス会を開催。出席者２５名。
　もっと早く開催をと思っていましたけれど３月１１日
の東日本大震災や台風・水害等が重なり、９月にずれ
込みました。開催日直前にも迷走台風に直撃されヤキ
モキしましたが皆様「雨ニモマケズ、風ニモマケズ」
と元気な姿をみせてくれました。多謝多謝概
　長老高橋君の乾杯、スタイリィ田村君の司会で和気
藹々に始まる。先年亡くなった秦君の冥福のため１分
間の黙祷を捧げた。合掌
　近況報告では多数の人が東日本大震災で大なり小な
りの被害を受け、従来の生き方の見直しを図っている
とのことでした。皆様それなりに元気そうですが心身
の不調を訴える人も多くなりました。（私もです）「や
はり年なんだなあ概」と感ずる今日この頃です。ホテ
ル１階の喫茶店で二次会、語り尽くせない人達は更に
三次会へ。次回から新進気鋭？の興村夫妻に幹事を委
譲。更なる絆を深めよう。　 （齊藤　弘）
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昭和５１年卒業
　秋も深まった昨年１１月５日、日本橋「うすけぼー」
にて第○？会のクラス会を開催しました。
　今回は初の還暦が誕生し、それをつまみに大いに盛
り上がる予定でしたが、危険を察してか、残念ながら
ドタキャンとなってしまいました。とは言え、常連の
方、２０年振りの方や卒業以来初めての方など、基本的
にお祭り好きな２４人が参加され、３時間大いに盛り上
がりました。皆さんお年頃の事もあり、自身の体調の
事や親の介護、孫の世話等もありましたが、未だに社
会で活躍されている皆さんが楽しく歓談されました。
２次会はコーヒーとケーキでしたが、これで物足りな
い方は居酒屋へと流れて行き、まるで学生時代の再来
となってしまったようです。本当に元気です
　次回は次期幹事に頑張って頂き、２～３年後に開催
予定ですので、これまで参加されていない皆さんも是
非参加頂きたいものです。

（幹事：渡辺秀之・杉本倫夫・星野英一）

昭和５３年卒業
　薬学部の西千葉から亥鼻移転に伴い、大学生活の思
い出がいっぱい詰まった教室や実験棟が消え去ってし
まうと聞き、是非「見納め同窓会」をと、９月１０日、
西千葉キャンパスの講義室に集合しました（２００３年以
来８年振りです）。講義室で戸井田敏彦教授の最近の
薬学部に関する説明を受けたあと、実験室や愛犬ベン
ゼンを飼っていたロッカー室など懐かしい日々を思い
出しながら歩きました。すでに引っ越しの終わった研
究室は、雑然としていてとても寂しい思いに駆られま
したが、そこで過ごした毎日が、つい最近の事であっ
たようにも思えました。
　その後、亥鼻の新校舎に移動し、私達が描く「大学」
というイメージとは全く違う素晴らしい設備に感嘆の
声を上げました。
　参加者は３６人。校舎見学の後は夕食を取りながら、
それぞれが重ねてきた年月を語り合い楽しい時間を過

ごしました。次回は「還暦同窓会」で再会する予定で
す。　 （文責：堀部、小口（岡見））

昭和５６年卒業
　去る１１月２６日、日比谷で７７P卒業生の同窓会が開か
れました。卒業３０周年という区切りの年だったことも
あり東北から九州にかけ全国各地から５０名弱が集まり
ました。
　卒業式以来の再会という同窓生も多く、また、色々
と（見た目も）変わった人もあって、始めはお互いを
思い出すのに手探りでしたが、話し方や声音であっと
いう間に西千葉キャンパスの学生時代に頭だけは時間
が逆戻りし、仲間同士の気さくな会話となりました。
　研究室単位の各人の近況報告では、時には温かく時
にはグサッとくる問答が続き、また、欠席者の消息情
報もあって、３時間でも物足りないほど盛会でした。
　同窓会の写真はインターネット上に共有フォルダを
設け、誰もがいつでもアクセス・ダウンロード可能と
なり、出席できなかった同窓生にも会の雰囲気をお裾
分けしています。
　話は尽きず名残惜しい中、３年後を目途に再会を約
して散会となりました（が、何と３次会で深夜まで時
間が経つのを忘れ銀座界隈をふらふらしましたとさ）。

７７P同窓会幹事　　　　　　　　　　　　
（大室（菊池）淑子、内田武、川合良成）

支 部 だ よ支 部 だ よ りり
胸東京支部会
　次回の東京支部会は、平成25年秋に行う予定にして
いる。会場である「日本橋倶楽部」は現在新しいビル
の建設を行っているので、使用が出来ないが、平成25

年夏頃ビルが竣工予定のようなので、今年中に情報を
集め、出来れば今まで通りの会場で行いたいと考えて
いる。東京支部は、神奈川支部と合併して、新しい支
部として行うことの協議する予定もしている。
　 （渡辺　楷）
　

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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ゐのはな山岳ゐのはな山岳会会
　本会は１９５９年の発足以来、今年で５３年目を迎えます。
２００９年には１４７ページにもわたる５０周年記念誌が発行
されています。会員数は現在６２名。卒年分布は１９４５年
（１名）から１９５８年（１０名）をピークに以後減少し、１９９７
年（２名）以降の卒業生はいません。今後もっと若い
方々の入会が望まれています。
　毎月１回日帰り～２泊の山行が計画されます。昨年
は以下の山々に登りました。宝登山（４９７m、埼玉県）、
蔵王（１６６１m）、かたくりの里（神奈川県）、日向山
（４０４m、同前）、己高山（９２３m、滋賀県）と賎ヶ岳（４２１m、
同前）（含む：本会創設に貢献された吉田先生の１３回
忌のお墓参り（浜松）と内藤記念くすり博物館（岐阜
県）訪問）、美ヶ原（２０３４m）、碓氷峠・アプトの道
（６２０m）と本会創設に貢献された西川先輩の祖父で日
本画家の林青山の天井画ツアー（群馬県）、富士山
（３７７６m）、渡島駒ヶ岳（１１３１m、北海道。１９９８年の小
噴火の為９００mの“馬の背”までの登山許可しか下りな
い。）、天城山（万二郎：１２９９m、万三郎：１４０６m）、鋸
山（３３３m、千葉県）、雷電山（４１８m、埼玉県）。参加
者が最も多かったのは渡島駒ヶ岳で、２６名でした。
　今年も立山（８月、２泊）や藤里駒ヶ岳（１０月、１
泊）はじめ質･量ともに昨年と同等の山行計画が立てら
れています。ゐのはな山岳会として掲げている目標、
『６０周年記念誌の発行』と、『日本に１４存在する駒ヶ岳
すべてに登る事』（残り三山）、の達成に一歩でも近づ
きたいと思っています。  （長谷川二郎）

ササークル紹ークル紹介介
千葉大学薬友会ゴルフ
　９年目を迎えた２３年度のゴルフは陽春４月に第１５回、
爽秋１０月に第１６回を磯子CCにて開催、何れも好天に
恵まれ和気藹々と楽しくプレーも懇談会も過ごすこと
が出来ました。唯、残念なのは春には元気な顔を見せ、
また秋にも出席の返事をいただいていた最長老の中島
良郎氏（S２２年卒）が、チベットを旅行中に呼吸不全
で急逝されたことです。謹んでご冥福をお祈り致しま
す。大会の成績は、
第１５回：①長谷川二郎、②勝浦公男、
　　　　③村瀬一郎、BB秦初博
第１６回：①勝浦公男、②吉岡武男、
　　　　③長谷川二郎、BB安藤吉治
　秋は久しぶりに吉岡氏がお見えになり大活躍（BG賞、
準優勝、NP賞×２）でした。

　会も発足後１０年近くなりますと、当初お元気であっ
た方も故障がちになり老齢化も進みます。現在昭和４０
年後半卒業の若手の方が少ないので是非お誘いあわせ
の上ご参加下さい。磯子CCは、根岸線洋光台駅下車、
クラブバスで５分ですから足の便は良いと思います。
また桜の多いゴルフ場として有名ですので来年春の大
会は、４月初旬に観桜ゴルフを計画したいと考えてお
ります。[連絡先]　幹事　勝浦公男（S４４卒）　TEL ０３-
３５６５-３４２８
　第１６回参加者氏名前列左から村田（S３５）、渡辺（S３３）、
長谷川（恵）（S４４）、安藤（S２２）、三浦（S２３）、後列
左から秦（S３５）、長谷川（S４３）、勝浦（S４４）、吉岡
（S４４）、重枝（S３８）、村瀬（S３８）、三浦（尚）（特）　

 （世話人　三浦　清）

薬学野球部
　私たち薬学野球部は、月に２回程度大学の野球場で
練習を行っています。
　キャッチボールに始まり、ノック、そして紅白戦と、
短い時間ながらも皆で汗を流しています。初心者から
経験者まで、全員が楽しい時間を過ごすことのできる
笑顔の絶えないサークルです。
　薬学野球部は、メンバー全員が薬学部ということも
あり、先輩、後輩間のつながりが非常に強いです。学
業面などの相談を気軽にでき、ためになるアドバイス
をくれる先輩に出会うことができます。
　他大学との関わりも深く、毎年春と秋に東大、京大、
阪大、そして千葉大の各薬学部による野球大会を行っ
ています。この野球大会は、通称「四大戦」といい、
薬学野球部最大のイベントと呼べるものです。昨年の
秋の大会では千葉大は２位になることができました。
今後も野球を通じてこれらの大学と交流を深めていけ
ればと考えています。

（薬学部３年生　黒岩　洋佑）
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活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

２０１１年度　博士学位授与一覧
課程博士（甲号）

授与年月日論　　文　　題　　目学位の種類氏　　名

平成２３年９月２８日高コレステロール負荷マウスにおける血管透過性に関する研究
Study of vascular permeability in mice subjected to high cholesterol

博士（医薬学）富澤　宏之

平成２３年９月２８日アルギニンに富む人工タンパク質の核局在発現とクロマチン構造変換誘導
に関する研究

博士（医薬学）東山　幸弘

平成２３年９月２８日The requirement of ATP metabolic processes for acidic resistance in 
Escherichia coli
（大腸菌の耐酸性におけるATP代謝の必要性）

博士（医薬学）孫　益エイ

平成２３年９月２８日スペルミジン輸送系の解明とゴルジ体に対するポリアミンの役割博士（薬学）酒巻　善春

平成２３年９月２８日Search for bioactive natural products targeting hedgehog signaling 
pathway
（ヘッジホッグシグナル伝達経路を標的とした生物活性天然物の探索）

博士（薬学）YUSUNITA
RIFAI

平成２４年３月２７日Identification of factors which influence pharmacokinetics of letrozole 
and its clinical implication
（レトロゾールの薬物動態に影響する要因の同定及びその臨床作用に関する
研究）

博士（医薬学）谷井　博美

平成２４年３月２７日授乳婦に対する医薬品の適正使用に関する研究博士（医薬学）平野　泰子

平成２４年３月２７日Study of development and regression of atherosclerosis
（動脈硬化の進展と退縮に関する研究-血管平滑筋細胞のフェノタイプ変換
の機序解明を中心に-）

博士（医薬学）内田　雅士

平成２４年３月２７日Synthetic Study on (-)-Benzolactam-V8 and the Related Compounds by 
Application of Guanidinium Ylide-Mediated Aziridination
（グアニジニウムイリドが介在するアジリジン化反応を利用した (-)-ベンゾ
ラクタム V8 および関連化合物の合成研究）

博士（薬学）Itsara 
Khantikaew

平成２４年３月２７日代謝酵素遺伝子多型解析及び薬物動態解析に基づくイソニアジド適正使用
に関する臨床薬学的研究

博士（薬学）上野　貴代

平成２４年３月２７日水溶性高分子を用いた三成分混合粉砕による難水溶性医薬品のナノ微粒子
化及びその皮膚透過性亢進に関する研究

博士（薬学）池田　保夫

平成２４年３月２７日Anti-tumor effects of zoledronic acid on mesothelioma through the 
inhibition of small G protein prenylation
（低分子Gタンパクのプレニル化阻害を介したゾレドロン酸の悪性中皮腫に
対する抗腫瘍効果）

博士（薬学）岡本　慎也

平成２４年３月２７日Miconazoleの共結晶調製による物性改善研究及び溶解度相図を用いた分子
間相互作用メカニズムの解析

博士（薬学）堤　俊一郎

平成２４年３月２７日Pauson-Khand 反応を基盤としたfawcettimine型リコポジウムアルカロイド
類の不斉全合成研究

博士（薬学）中山　淳

平成２４年３月２７日がん細胞選択毒性を有するColchicine系抗腫瘍薬の創製研究博士（薬学）八十歩直子

平成２４年３月２７日抗腫瘍性新規ゲルセミウム属アルカロイドの成分探索および化学的研究博士（薬学）山田　洋介

平成２４年３月２７日Physicochemical characterization of self-assembled nanostructures by 
NMR spectroscopy
（NMR測定による自己集合化ナノ構造体の物理化学的特性評価）

博士（薬学）張　峻頴

学部だより　学部だより　

論文博士（乙号）
授与年月日論　　文　　題　　目学位の種類氏　　名

平成２３年９月２８日Pharmacological studies of tocilizumab, a humanized anti-interleukin-6 
receptor antibody in rheumatoid arthritis
（関節リウマチにおけるトシリズマブ、ヒト化抗IL-6受容体抗体の薬理作用
に関する研究）

博士（薬学）橋詰　美里

平成２３年９月２８日酸化ストレス誘発性胆汁うっ滞時におけるMRP2の局在制御機構の解明博士（薬学）関根　秀一

平成２３年９月２８日真菌が生産する新規生物活性物質の探索博士（薬学）山﨑　寛之

平成２３年９月２８日Computational Approach to Design Technetium-99m Labeled Probes 
for Molecular Imaging

博士（薬学）Khajadpai 
THIPYAPO-
NG
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２４．３．３１
　小林　弘（教授）定年退職（生化学）
２４．３．３１
齋藤浩美（講師）退職（生化学）

２４．３．３１
LIMWIKRANT　Waree
（テニュアトラック助教）退職（製剤工学）

２４．４．３０
設楽　悦久（准教授）退職（生物薬剤学）

２４．5．1
伊藤　素行（教授）採用（生化学）

教員の異動（２０１１.５.１～２０１２.５.１）
２３．７．１
高野博之（教授）昇任（分子心血管薬理学）
（医学部附属病院内科診療部門循環器内科講師から）
２３．７．１
宮本　怜（客員研究員）
称号付与（国際臨床開発・規制科学寄附講座）

２４．１．１
根本哲宏（准教授）昇任（薬化学）

２４．１．１０
深町利彦（助教）退職（生化学）

２４．１．１６
上原知也（テニュアトラック准教授）
昇任（分子画像薬品学）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

平成２４年３月２７日新規サイクリン依存性カイネースCDK4阻害活性を有する抗癌剤の開発研究博士（薬学）堀内　貴雄

平成２４年３月２７日Establishment of novel culture system for differentiated vascular 
smooth muscle cells and investigation of differentiation mechanisms.
（分化型形質を維持した血管平滑筋細胞の新規培養法の確立と分化機序に関
する研究）

博士（薬学）鈴木　貴明

平成２４年３月２７日ピタバスタチンの抗動脈硬化作用に関する研究博士（薬学）北原　真樹

平成２４年３月２７日構造化方程式とニューラルネットワークによるがん緩和ケア患者のクオリ
ティー・オブ・ライフ評価に関する研究

博士（薬学）竹平理恵子

平成２４年３月２７日医薬品開発における特異体質性薬物毒性のリスク評価に関する研究博士（薬学）中山慎太郎

平成２４年３月２７日Predictive methods and strategy for drug-drug interactions caused by 
mechanism-based inhibition of drug metabolizing enzymes
（薬物代謝酵素の不可逆阻害による薬物間相互作用の予測評価法ならびに評
価戦略に関する研究）

博士（薬学）関口　修央

平成２４年３月２７日分子動力学計算と量子化学計算を用いた化合物の代謝部位予測：CYP3A4と
carbamazepineへの適用

博士（薬学）幸　瞳　

２０１１年度　卒業生・修了生の進路
学部４年制　４１名：進学３８名（千葉大学３５名　他大学３名）
学部６年制　４０名：進学５名（千葉大学３名　他大学２名）
病院・薬局：１５名（相沢病院、国立成育医療研究センター、国立国際医療センター、三愛記念そが病院、東京
女子医科大学付属病院、東京大学医学部付属病院、虎ノ門病院、日本赤十字社医療センター、前橋赤十字病院、
横浜旭中央総合病院）
企業：１２名（花王、協和発酵キリン、千寿製薬、第一三共プロファーマ、大正製薬、大日本住友製薬、ちふれ
化粧品、帝国製薬、データインデックス、デンカ生研、鳥居薬品、メディサイエンスプラニング）
公務員・その他:（地方公務員、医薬品医療機器総合機構、放射線医学総合研究所）
修 士 修 了　４４名：進学５名（千葉大学４名　他大学１名）
病院・薬局：１名
企業：３４名（旭化成ファーマ、アステラス製薬、出光興産、MICメディカル、大塚製薬、花王、キッコーマン、
協友アグリ、協和発酵キリン、協和発酵バイオ、三和化学、塩野義製薬、白鳥製薬、ゼリア新薬、積水メディ
カル、大正製薬、大日本住友製薬、高砂香料工業、田辺三菱製薬、富田製薬、鳥居薬品、ナガセ、日本化薬、
長谷川香料、三菱化学メディエンス、持田製薬、ヤクルト、陽進堂、和光純薬）
公務員・その他:４名（医薬品医療機器総合機構）
博 士 修 了　１２名：病院・薬局：２名（国際医療福祉大学病院、千葉大学医学部付属病院）
企業：７名（エスエス製薬、佐藤製薬、大正製薬、武田薬品、富山化学、ノバルティスファーマ、ブリストル
マイヤーズスクイブ）
公務員・その他:３名

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
薬剤師国家試験合格状況
　６年制が導入されて最初の薬剤師国家試験が平成２４年３月３，４日の両日行われました。そして、新卒者合格
率１００％（４０名受験）を達成いたしました。学生はもとより、ご担当の先生方のご尽力の賜です。

（荒野　泰）

薬友会のホームページURLです。随時更新しており
ます。ぜひご覧ください。

http://www.p.chiba-u.ac.jp/yakuyukai/

平成２４－２５年　主な活動予定
２４年５月　会報２２号発行
　　７月　役員会および総会・生涯教育セミナー
　　１２月　役員会・常任理事会
２５年５月　会報２３号発行
　　７月　役員会・常任理事会および
　　　　　生涯教育セミナー
　　１２月　役員会・常任理事会

平成２３年度　活動報告
　　３月　新入生入会案内（新規終身会員９８名）
　　５月　会報２１号発行
７月　第２０回千葉大学薬友会生涯教育セミナー

（宮木高明セミナー）開催（千葉大学けやき
会館）「体の中の薬の動きを見て・知って・
使う」（講師４名，参加者２０８名）

　　１２月　役員会・常任理事会

お知らせ
　本会活動のますますの活性化のため、会員の皆様に
終身会員へのご加入とご寄附をお願いしております。
１）終身会員：会費２万円、昭和４８年に開設（現在約
５０％加入）会員名簿を更新のたびに無料にて配布致
します。
２）寄附：一口２千円から受け付けております。特に
終身会員会費が１万円であった会員の皆様のご協力
をお願い申し上げます。
　上記いずれのお申し込みも払込書の通信欄に、「終
身会員」あるいは「寄附」とご明記のうえ、氏名、
住所、卒業年度をご記入頂き＜郵便振替口座００１５０-
５-５５１７９６千葉大学薬友会＞にお願い申し上げます。
３）会報、名簿等への広告掲載をご希望の方は薬友会
までご連絡をお願い申し上げます。

各種委員会名簿
総務委員会　○根矢三郎、星野忠次、鈴木優章、村上

泰興（S３６）、石橋正己（前委員長：アド
バイザー）

財務委員会　○根本哲宏、濱田康正、村上泰興（S３６）、
山浦克典（前委員長：アドバイザー）

名簿委員会　○戸井田敏彦、西村和洋、東恭平、村上
泰興（S３６）、千葉寛（前委員長：アドバ
イザー）

事業委員会　○山口直人、中山祐治，福本泰典、小川
通孝（S３４）、堀江利治（前委員長：アド
バイザー）

会報委員会　○荒野泰、上原知也、花岡宏史，西田篤
司、荒井秀、原田真圭、小川通孝（S３４）、
加藤文男（S４７）、角田範子（S５２）、根矢
三郎（前委員長：アドバイザー）

（○印；委員長）

千葉大学薬友会義援金について
　薬友会報２１号において，昨年発生した東日本大震災
に対する義援金を募りましたところ，会員の皆様から
のご協力を賜わりましたことを篤くお礼申し上げます．
お預かりしました義援金は薬友会長から被災した本学
部在校生に寄附いたしました．ここにご報告いたしま
すとともに深く感謝の意を表します．

千葉大学SEEDS基金について
　このたび千葉大学SEEDS基金が創設されました。
本基金（＝無限の生命力を象徴する種子）はチャレン
ジを支え、人を育てる基金として、優秀な学生への教
育・研究生活にかかわる経済的支援などに活用されま
す。皆様からのあたたかいご支援をお待ちしています。
詳しくはホームページ（http://kikin-chiba-u.jp/）をご
覧ください。

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

２０１２年度　薬学部・大学院医学薬学府入学者
学 部 入 学　８８名：（男４４名、女４４名）：推薦１０名、前期６３名、後期１３名、帰国子女１名、国費留学生（正規生）
１名（出身県別：北海道１名、山形１名、群馬１名、茨城８名、埼玉１６名、千葉２２名、東京１３名、神奈川１０名、
新潟２名、山梨２名、長野２名、静岡５名、大阪１名、兵庫１名、鳥取１名、島根１名，国費留学<中国・香
港>１名）
修 士 入 学　４８名：総合薬品科学専攻４８名
博士（薬学領域）入学　１７名：先端医学薬学専攻８名，先端創薬科学専攻９名

薬友会より　薬友会より　
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日　時：平成２４年７月２１日（土）１３：００～１７：２０ 
　　　　（１７：２０～１８：３０：意見交換会）
場　所：千葉大学薬学部１２０周年記念講堂
　　　　（医薬系総合研究棟 II 期棟 １階）
　　　　　（〒２６０-８６７５　千葉市中央区亥鼻１-８-１）
主　催：千葉大学大学院薬学研究院・千葉大学薬友会
共　催：日本薬剤師研修センター（参加者には日本薬剤師
　　　　研修センターより単位が認定されます。）
テーマ：「くすりと健康」
　１）「ナノサイエンスを用いた再生医療」
　　　森田 育男 先生 （薬友会員 昭４８卒）　 
　　　（東京医科歯科大学 副学長、理事（研究）、
　　　大学院医歯学総合研究科分子細胞機能学分野教授）
　２）「肥満のサイエンス　～脂肪は善玉か悪玉か～」
　　　今川 正良 先生 （薬友会員 昭５０卒） 
　　　（名古屋市立大学 副学長、理事（研究・学術）、大学院薬学研究科分子生物薬学分野教授）
　３）「薬物療法における薬剤師の責務と医薬品情報」
　　　望月 眞弓 先生 （薬友会員 昭５１卒） 
　　　（慶応義塾大学薬学部医薬品情報学講座教授、日本学術会議連携会員、日本医薬品情報学会長、
　　　　日本医療薬学会副会頭）
　４）宮木高明記念講演： 「薬物代謝から個別化医療、そして個別化毒性学へ」
　　　鎌滝 哲也 先生 （薬友会員 昭４０卒） 
　　　（北海道大学名誉教授、紫綬褒章受章、高松宮妃癌研究基金学術賞受賞、日本薬学会賞受賞、
　　　　日本薬物動態学会賞受賞）
　５）意見交換会（懇親会・質疑応答を含む）：医薬系総合研究棟II期棟 大会議室（記念講堂の階下）

セミナー参加費　　　　　　　　　　１,５００円（事前予約）　２,０００円（当日）
意見交換会（懇親会）参加費　　　　２,５００円（事前予約）　３,０００円（当日）
参加申込み方法　　同封または郵便局備え付の払込書にて下記の郵便振替口座に参加費を送金ください。
                  払込書の通信欄に「セミナー参加費」とご明記のうえ、氏名、住所、卒業年度をご記
　　　　　　　　　入ください。
　　　　　　　　　［事前予約締切：平成２４年７月１０日（火）］
　　　　　　　　　郵便振替口座：００１５０-５-５５１７９６　千葉大学薬友会
　　本セミナーに関するお問い合せは薬学研究院（分子細胞生物学研究室） 山口直人までお願いいたします。
　　（電話/FAX：０４３-２２６-２８６８、 E-mail：nyama@p.chiba-u.ac.jp）

編集後記

第２１回　千葉大学大学院薬学研究院 薬友会生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催のお知らせ
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

　医薬系総合研究棟Ⅱが９月に完成し、薬学部の亥鼻キャンパスへの移転が完了しました。会員の皆様、新しく
なった薬学部に是非お立ち寄り下さい。記念事業へのご寄附、ならびに記念式典へのご出席を賜りました会員の
皆様に改めて感謝申し上げます。
　本会報からサイズをA４版へと変更し、文字をやや大きくしました。研究室便りを新たに設け、各研究室の現状
をお届けしました。ご寄稿いただきました皆さまにこの場をお借りして御礼申し上げます。　　　　（荒野 泰）

　　薬友会報２２号編集委員会
　　　荒野 泰（委員長）、上原知也、花岡宏史、西田篤司、荒井秀、原田真至、
　　　小川通考（S３４），加藤文雄（S３７）、角田範子（S５２）、根矢三郎（前委員長）

JR千葉駅、京成千葉駅到着後、JR千葉駅東口正面７番のバス乗り場から「千葉
大学病院」行きバス、または「南矢作」行きバスに乗車、「千葉大薬学部前」で
下車。約１５分。

生涯教育セミナーへのご招待：本年度は薬学部卒業後３５年の１９７７年（昭和５２年）３月、卒業後４５年の１９６７年（昭和
４２年）３月に卒業された方々をご招待いたします。該当されます皆様は、当日受付係にお申し出ください。
薬学部見学のご案内：卒業生と一緒に参加される小・中・高校生および大学生については参加費無料といたします。
また、ご希望があれば医薬系総合研究棟 I・IIをご案内いたしますので、事前にお申し込みください。この機会に
是非母校に足を運ばれ、新棟が建つ亥鼻キャンパスで旧友と久しぶりの一時をお楽しみください。
一般参加者のご来聴：卒業生のみならず一般の参加者も歓迎いたしますので、奮ってご来聴ください。
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